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趣 旨 

 

 この報告書は、戦争を知らない若い世代の方々に、自分の街にも空襲が 

あったということを知っていただき、機会があれば訪れる際の案内として使える 

ように、どなたでも訪ねることのできる追悼施設、どなたでも参加することの 

できる追悼式を対象に、平成２５年度の総務省の委託事業として弊社が 

行ったものです。 

 今年度は九州・沖縄地区を調査対象として実施いたしました。  

 本書は先の大戦における空襲や艦砲射撃等による民間人犠牲者（一般 

戦災死没者）に関する追悼施設、追悼式を掲載対象としております。但し、

地上戦の行われた沖縄に関しましては、戦没者、戦災犠牲者の区別が付け難い  

追悼施設、追悼式が数多く存在しているため、「沖縄戦」という括りで、代表的な 

事例を紹介しております。 

 この報告書を契機として、追悼施設や追悼式に込められた深い悲しみに 

思いを致していただければと、考えております。  

 最後になりましたが、本書の調査、編集に当たってご協力いただいた皆様に、 

深く感謝いたします。  

 

株式会社ＮＨＫグローバルメディアサービス 



注 釈 

 

○ 当報告書は、九州・沖縄地区の空襲や艦砲射撃等の戦災に関係する主な追悼施設、

追悼式を掲載しています。  

（「戦没者」との合同形式も含みます）  

 

○ 沖縄県に関しては、疎開船に乗船し、魚雷等の攻撃により、命を落とされた方々や

沖縄戦の民間人犠牲者の追悼施設も掲載しています。  

 

○ 学校・企業・個人の敷地内にあり、入場に制限がある追悼施設に関しては基本的に

掲載を見合わせています。  

 

○ 追悼式に関しては、開催時期、開催主旨、参列条件、情報不足等の理由により、

掲載できなかったものもあります。  

 

○ 客観性、公平性を保つため、追悼施設に関しては、所在地や建立年等の事実関係を

記した基本情報と碑文の掲載のみに止めています。  

また、慰霊碑等に「説明文（板）」が付属する場合は併せて掲載しています。  

なお、碑文、説明文による情報がない、または少ない場合は、関係資料等に記載

されているものを「経緯」として掲載しています。  

 

○ 追悼式に関しては、主催者、関係者から提供を受けた式次第、式辞または挨拶文を

基本的に原文のまま掲載しています。  

 

○ 追悼施設、追悼式の連絡先に関しては、当報告書の発行時のものを掲載しています。 

建立者、管理者、主催者の確認が得られなかったものや連絡先が個人宅の場合は

掲載を見合わせています。 

 

○ 当報告書の調査、編集は、平成２５年６月より同年１１月末に行われました。 

 

 

※ 掲載写真の無断複写、複製、転載を禁じます。 

福 岡 県
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長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典 

平和祈念像 

平和の泉 

戦災復興記念 
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原子爆弾落下中心地碑 

平和を祈る子の像 

浦上天主堂遺壁 

原爆殉難教え子と教師の像 

平和公園マップ 

沖縄全戦没者追悼式 

平和の礎 
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九州・沖縄
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福 岡 県



 4

 
福 岡 県 

門司区戦没者追悼式 

北九州市 門司区 追悼式
 1 

※写真提供 北九州市

 5

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

門司区戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

門司市民会館 

福岡県北九州市門司区老松町３－２ 

（ＪＲ門司港駅 徒歩１５分） 

平成２５年５月１５日（水） ※例年５月中旬開催 

４００人 

北九州市 門司区役所 総務企画課 ０９３－３３１－１８８１（代表） 

式 次 第

追悼のことば

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日、ご遺族をはじめ、関係の皆様が多数ご臨席される中、門司区戦没者追悼式が執

り行われるにあたり、戦没者の御霊に対し、謹んで哀悼の誠を捧げます。 

 先の戦争では、激しい戦いの中、祖国を遠く離れた異郷の地で、多くの方が、家族に

思いを馳せつつ、尊い生命を犠牲にされました。 

 また、ここ門司の地には、国内はもとより、海外への門戸となった枢要な港「門司港」

があり、物資の流通を担っていたために爆撃を受け、多くの方が犠牲となりました。さ

らに、関門海峡を封鎖するため、多くの機雷が投下され、海峡は海の墓場と化したので

す。  

 祖国への帰還が果たせなかった方々の無念や、空襲の犠牲になられた方の苦しみ、ま

た、残されたご遺族の消えることのない深い悲しみを拝察するとき、誠に痛恨極まりな

く、悲痛な思いが胸に込み上げてまいります。 

 北九州市は、世界でも例のない五市の対等合併によって発足し、深刻な公害問題や産

業構造の変化など、様々な困難を乗り越え、今年２月に市制５０周年を迎えました。 

昭和４年から、門司港を見つめ続けてきた旧大連航路上屋は、門司港の繁栄の歴史を

象徴するもので、観光交流拠点として、新たな船出を待っています。また、門司港を臨

む老松公園内に慰霊塔が建立され、戦争の犠牲となられた多くの方々の慰霊が行われて

います。昭和３３年に建立された世界平和パゴダでは、戦没者を慰霊するとともに、世

界平和が祈られています。 

私たちは、今日の輝かしい発展が、戦後を支えていただいた皆様の、計り知れない努

力の上に築かれているものであることを、決して忘れてはならないと思います。本市で

は、平和の大切さを広く後世に伝えるため、南九州市との連携による知覧特攻平和会館

北九州展を、８月にイノベーションギャラリーで開催する予定です。 

熾烈を極めた先の大戦が終わって６８年もの歳月が流れ、国民の４人に３人以上が戦

後生まれとなりました。本市は、長崎に投下された原子爆弾の第一目標であったことを

重く受け止め、戦争の悲惨さを次の世代に伝えるため、平成２２年に北九州市非核平和

都市宣言を行いました。また、平和への願いが込められた「嘉代子桜・親子桜」を市内

の小学校に植樹する取り組みを続け、今年、全市立小学校への植樹を終える予定です。

戦争の惨禍の記憶を風化させることなく、次の世代に語り継ぎ、恒久平和の実現に向け

て、不断の努力を続けていくことを固くお誓いします。 

 結びに、戦没者の皆様の安らかなご冥福と、ご列席のご遺族の皆様のご平安をお祈り

申し上げて、追悼のことばといたします。 

 

平成２５年５月１５日 

北九州市長 北橋 健治 
 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

開式のことば

国 歌 斉 唱

黙 と う

追悼のことば

献 花

閉式のことば

（平成２５年度） 

 

 

 

…

 

 

 

市長、議長、福岡県遺族連合会会長及び門司区遺族連合会会長 
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福 岡 県 

小倉北区・南区合同戦没者追悼式 

北九州市 小倉北区・小倉南区 追悼式
 

２

※写真提供 北九州市
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

小倉北区・南区合同戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

北九州芸術劇場 大ホール 

福岡県北九州市小倉北区室町１－１－１－１１ 

（ＪＲ西小倉駅 徒歩３分） 

平成２５年５月７日（火） ※例年５月７日開催 

約１,０００人 

北九州市 小倉南区役所 総務企画課 ０９３－９５１－４１１１（代表） 

式 次 第（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

 本日、ご遺族をはじめ、関係の皆様が多数ご臨席される中、小倉北区・南区合同戦没者追悼式が執

り行われるにあたり、戦没者の御霊に対し、謹んで哀悼の誠を捧げます。 

 先の戦争では、多くの方々が戦地に向かい、祖国を思い、家族を案じつつ、戦禍に倒れ、遠い異郷

の地でその尊い生命を犠牲にされました。また、国内におきましても、激しい空襲により、年齢、男

女の別なく尊い命が失われました。 

 

 ここ、小倉の地は、軍の造兵廠や関連工場が集積していたことから、度重なる空襲にさらされ、多

くの方々が犠牲となりました。 

 

 祖国への帰還が果たせなかった方々の無念や、空襲による猛火に包まれ、痛ましくも犠牲になられ

た方の苦しみ、また、残されたご遺族の消えることのない深い悲しみを拝察するとき、誠に痛恨極ま

りなく、悲痛な思いが胸に込み上げてまいります。 

 

 北九州市は、世界でも例のない五市の対等合併によって発足し、深刻な公害問題や産業構造の変化

など、様々な困難を乗り越え、今年２月に市制５０周年を迎えました。しかしながら、この発展は、

戦後を支えていただいた皆様の、計り知れない努力の上に築かれているものであることを、私たちは

決して忘れてはならないと思います。この節目となる年に、本市では、平和の大切さを広く後世に伝

えるため、南九州市との連携による知覧特攻平和会館北九州展を、８月に開催する予定です。 

 

 熾烈を極めた先の大戦が終わって６８年もの歳月が流れ、国民の４人に３人以上が戦後生まれとな

りました。北九州市は、長崎に投下された原子爆弾の第一目標であったという事実を重く受け止め、

戦争の悲惨さを次の世代に伝えるため、平成２２年に北九州市非核平和都市宣言を行いました。また、

平和への願いが込められた「嘉代子桜・親子桜」を市内の小学校に植樹する取り組みを続け、今年、

全市立小学校への植樹を終える予定です。戦争の惨禍の記憶を風化させることなく、次の世代に語り

継ぎ、恒久平和の実現に向けて、不断の努力を続けていくことを固くお誓いします。 

 

 結びに、戦没者の皆様の安らかなご冥福と、ご列席のご遺族の皆様のご平安をお祈り申し上げて、

追悼のことばといたします。 

 

平成２５年５月７日 

北九州市長 北橋 健治 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

 

6. 

7. 

開式のことば

国 歌 斉 唱

黙 と う

追悼のことば

献  花

 

献  詠

閉式のことば

 

 

 

…

…

 

 

 

北九州市長、北九州市議会議長、福岡県遺族連合会会長、小倉南北区遺族連合会会長 

北九州市長、北九州市議会議長、福岡県遺族連合会会長、小倉南北区遺族連合会会長 

各区遺族連合会会長、来賓 
 

追悼のことば（平成２５年度） 



 8

福 岡 県 

若松区戦没者追悼式 

北九州市 若松区 追悼式
 

３

※写真提供 北九州市
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開催概要

歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

若松区戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 
若松市民会館 

福岡県北九州市若松区本町３－１３－１ 

（ＪＲ若松駅 徒歩３分） 

平成２５年１０月２４日（木） ※例年１０月下旬開催 

約５００人 

北九州市 若松区役所 総務企画課 広報広聴係 ０９３̶７６１－５３２１（代表） 

式 次 第（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日、ご遺族をはじめ、関係の皆様が多数ご臨席される中、若松区戦没者追悼式が執

り行われるにあたり、戦没者の御霊に対し、慎んで哀悼の誠を捧げます。 

 先の大戦では、多くの方々が、家族のため、祖国のために戦い、その尊い命を犠牲に

されました。また、激しい空襲により、年齢、男女の別なく尊い命が奪われました。 

 ここ若松の地におきましても、昭和１９年６月１６日に九州で最初の空襲を受け、そ

の後の数次にわたる爆撃機の来襲により、多くのかけがえのない人命が失われました。 

 空襲による猛火に包まれ、痛ましくも犠牲となられた方々の苦しみ、祖国への帰還が

果たせなかった方々の無念や、最愛の肉親を失われたご遺族の深い悲しみを拝察すると

き、誠に痛恨極まりなく、悲痛な思いが胸に迫ってまいります。 

 高塔山公園には、忠霊塔が建立されています。これは、戦争が終わって十年となる頃、

市民の皆様の間に、戦争犠牲者に対する追悼や、世界平和への想いが広まったことから、

募金を集め、昭和３２年に建立されたものです。私もお参りさせていただき、当時の若

松市民の皆様の、お亡くなりになった方々への追悼への想い、平和への願いが伝わって

まいりました。 

戦後６８年が過ぎ去り、戦争を知らない世代が増えてまいりましたが、戦争の惨禍の

記憶を広く後世に伝え、恒久平和を祈念することは、我々の責務であります。 

本市は、長崎に投下された原子爆弾の第一目標であったことを重く受け止め、戦争の

悲惨さを次の世代に伝えるため、平成２２年に非核平和都市宣言を行いました。今年８

月には、市制５０周年を記念して、「知覧特攻平和会館 北九州展」をイノベーションギ

ャラリーで開催し、大変多くの方にご来場いただき、知覧特攻平和会館が所有している

戦闘機の実物のプロペラや操縦席のレプリカなどを広く紹介することができました。ま

た、平和への願いが込められた「嘉代子桜・親子桜」を市内の小学校に植樹する取り組

みを続け、今年、全市立小学校への植樹を終える予定です。 

今日の平和と繁栄は、戦争によって命を落とされた方々の尊い犠牲の上に築かれたも

のであることを、私たちは決して忘れず、戦争のない平和な世界の実現に向けて、不断

の努力をお誓いいたします。 

 結びに、戦没者の皆様の安らかなご冥福と、ご列席のご遺族の皆様のご平安をお祈り

申し上げて、追悼のことばといたします。 

 

平成２５年１０月２４日 

北九州市長 北橋 健治 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

開 式 の こ と ば

国 歌 斉 唱

黙 と う

追 悼 の こ と ば

献 花

献 奏

献 詠

閉 式 の こ と ば

追悼のことば（平成２５年度） 

：

：

：

：

：

：
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福 岡 県 

皿倉山 八文字焼 

北九州市 八幡東区 追悼式
 

４

※写真提供 八幡東区
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

日 時

 

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

皿倉山 八文字焼 

帆柱自然公園 

福岡県北九州市八幡東区大字尾倉（皿倉山９合目付近） 

平成２５年８月８日（木）、１３（火）、１４日（水）、１５日（木） 

※例年８月８日及び８月１３日、１４日、１５日開催 

 

北九州市 八幡東区役所 まちづくり整備課 ０９３－６７１－０８０１（代表） 

趣 旨

概 要

（平成２５年度） 

昭和２０年８月８日の八幡大空襲による戦没者の慰霊のため、

また八幡の平和のシンボルとして実施している。 

 

出典：「北九州市 八幡東区ホームページ」より 

例年、８月８日及び８月１３日、１４日、１５日の４日間、皿倉山 

９合目付近に電球を「八」の形状に設置し、１９：３０～２２：００ 

の間点灯している。 
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福 岡 県 

戦災殉難者之碑 
北九州市 八幡東区 追悼施設

５ 

 13

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

谷口霊園 

福岡県北九州市八幡東区高見３－７ 

（ＪＲ八幡駅より 西鉄バス「七条」下車 徒歩１５分） 

八幡市 

昭和３０年８月８日（昭和６０年３月改修） 

北九州市 八幡東区役所 まちづくり整備課 ０９３－６７１－０８０１（代表） 

碑 文

【表】 

 

戦災殉難者之碑 

 

 

 

【裏】 

 

ここに祭る千八百余柱の霊は昭和二十

年八月八日鉄都大空爆の嵐にあえな

くも散った尊い殉難の人たちである

過くる日の苦難を省み、明るい未来

を指す者の、これら犠牲の人の身に

弔慰の涙そそぐは、この國に再びかか

る惨禍なきを願う万人の愛と祈りの

心である。 

この祈りもて、われら真に幸福な世代

の建設に起ち上る市民のために、この碑を

建てる 

 

昭和三十年八月八日 

八幡市長 守田道隆 

 

由 来

慰霊碑建立の由来 

 

この慰霊碑 建立にあたっては当時

槻田地区在住の文化団体八幡自由人

クラブの人達が碑文に記された願いを

こめてこれを発議し熱意のある運動の

結果実現したものである 

なお慰霊碑の老朽化にともない

昭和６０年３月改修工事が行われた
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福 岡 県 

慰霊塔 
北九州市 八幡東区 追悼施設

６ 
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

小伊藤山公園 

福岡県北九州市八幡東区尾倉２－８ 

（ＪＲ八幡駅 徒歩５分） 

八幡市 

昭和２７年 

北九州市 八幡東区役所 まちづくり整備課 ０９３－６７１－０８０１（代表） 

碑 文

【表】 

 

 

 

慰霊塔 

説 明 文

この地一帯は、丘陵地で小伊藤 

山と呼ばれ、その麓まで家屋が建 

ち並んでいた。太平洋戦争となり 

北から南から、また西から、防空 

壕が築造された。昭和二十年八月 

八日午前十時、米空軍による焼夷 

弾攻撃で、附近一帯は焼野原とな 

り、この防空壕に避難した人々は 

、火煙に包まれ全員窒息死した。 

その数三百人といはれている。戦 

災復興区画整理事業により、この 

地を公園とし、戦災死者を追悼す 

るため、昭和二十七年慰霊塔を建 

立した。 
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福 岡 県 

八幡東区・西区合同戦没者追悼式 

北九州市 八幡東区・八幡西区 追悼式
 

７

※写真提供 北九州市

 17

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

八幡東区・西区合同戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

八幡市民会館 

福岡県北九州市八幡東区尾倉２－６－５ 

（ＪＲ八幡駅 徒歩７分） 

平成２５年１０月１０日（木） ※例年１０月初旬開催 

約５００人 

北九州市 八幡西区役所 総務企画課 ０９３－６４２－１４４１（代表）  

※毎年、八幡東区と八幡西区で持ち回り開催 

式 次 第（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日、ご遺族をはじめ、関係の皆様が多数ご臨席される中、八幡東・西区合同戦没者追悼式が執

り行われるにあたり、戦没者の御霊に対し、慎んで哀悼の誠を捧げます。 

 先の大戦では、多くの方々が、家族のため、祖国のために戦い、その尊い命を犠牲にされました。

また、激しい空襲により、年齢、男女の別なく尊い命が失われました。 

なかでも、ここ八幡地区は、八幡製鉄所を有していたことから、幾度となく空襲を受けており、

特に、昭和２０年８月８日には、約１２０機ものＢ２９爆撃機が来襲し、火の雨のように降る焼夷

弾で、約２，５００人もの方が死傷し、市街地の大半を焼失しました。八幡東区の谷口霊園には、

当時の空襲で亡くなられた約１，８００柱の御霊を慰霊するため、「八幡大空襲戦災殉難者の碑」が、

小伊藤山には、その待避壕の中で犠牲となった約３００人の方への慰霊塔が建立されております。 

また、八幡西区の大膳には、Ｂ２９爆撃機に体当たりした兵士の功績を称えた「体当たり勇士の

碑」が建てられ、御霊のご冥福と、平和が祈り続けてこられました。 

今年８月には、市制５０周年を記念して、「知覧特攻平和会館 北九州展」をイノベーションギャ

ラリーで開催し、大変多くの方にご来場いただき、知覧特攻平和会館が所有している戦闘機の実物

のプロペラや操縦席のレプリカなどとあわせて、八幡の大空襲や八幡西区の「体当たり勇士の碑」

を広く紹介することができました。 

戦後、６８年が経過し、戦争を知らない世代が増えてまいりました。戦争の惨禍の記憶を広く後

世に伝え、恒久平和を祈念することは、我々の責務であります。本市は、長崎に投下された原子爆

弾の第一目標であったことを重く受け止め、戦争の悲惨さを次の世代に伝えるため、平成２２年に

非核平和都市宣言を行いました。また、平和への願いが込められた「嘉代子桜・親子桜」を市内の

小学校に植樹する取り組みを続け、今年、全市立小学校への植樹を終える予定です。 

今日の平和と繁栄は、戦争によって命を落とされた方々の尊い犠牲の上に築かれたものであるこ

とを、私たちは決して忘れてはならないと思います。平和な世界の実現に向けて、不断の努力をお

誓いいたします。 

 結びに、戦没者の皆様の安らかなご冥福と、ご列席のご遺族の皆様のご平安をお祈り申し上げて、

追悼のことばといたします。 

平成２５年１０月１０日 

北九州市長 北橋 健治 
 

1. 

1. 

1. 

1. 

1. 

 

1. 

1. 

1. 

開式のことば

国 歌 斉 唱

黙 と う

追悼のことば

献 花

 

献 詠

謝 辞

閉式のことば

 

 

 

…

…

 

…

…

 

 

 

北九州市長、北九州市市議会副議長、福岡県遺族連合会会長、八幡西区遺族連合会会長 

北九州市長、北九州市市議会副議長、福岡県遺族連合会会長、各区遺族連合会会長、 

遺族代表、来賓、八幡東区長・八幡西区長 

河野鶴聲 

八幡東区遺族連合会長 

追悼のことば（平成２５年度） 
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福 岡 県 

戸畑区戦没者追悼式 

北九州市 戸畑区 追悼式
 

８

※写真提供 北九州市

 19

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

戸畑区戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

北九州市立戸畑市民会館 中ホール 

福岡県北九州市戸畑区汐井町１－６ 

（ＪＲ戸畑駅 徒歩１分） 

平成２５年１０月１７日（木） ※例年１０月中旬開催 

１５１人 

北九州市 戸畑区役所 総務企画課 広報広聴係 ０９３－８８１－００３９（直通） 

式 次 第（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日、ご遺族をはじめ、関係の皆様が多数ご臨席される中、戸畑区戦没者追悼式が執り行われるに

あたり、戦没者の御霊に対し、慎んで哀悼の誠を捧げます。 

 先の大戦では、多くの方々が、家族のため、祖国のために戦い、その尊い命を犠牲にされました。

また、激しい空襲により、年齢、男女の別なく尊い命が失われました。 

この戸畑地区におきましても、昭和１９年６月１６日、九州で最初の爆撃を受け、その後の数次に

わたる爆撃機の来襲により、多くのかけがえのない人命が失われました。 

空襲の犠牲となられた皆様、遠い戦地から祖国への無事の帰還が果たせなかった皆様、最愛の肉親

を失われたご遺族の皆様の心中に思いを馳せるとき、深い悲しみと痛恨の情が切々と胸に迫ってまい

ります。 

戸畑区出身の「宗 左近」という詩人・フランス文学者がいらっしゃいます。東京大空襲の火の海

の中で、一緒に逃げ惑う母親の手を離してしまったばかりに、眼前で母親を失った断罪の意識から、

『母よ あなたにこの一巻を これは あなたが 炎となって 炎えやすい紙でつくった あなたの墓で

す そして わたしの墓です 生きながら 葬るための 墓です 炎えやまない あなたとわたしを もろ

ともに 母よ』という長編詩集、「炎える母」を昭和４２年に発表し、第６回藤村記念歴程賞を受賞し

ました。故郷への愛着が深かった宗氏の自筆原稿等の資料が、北九州市に寄贈されています。 

戦後６８年が過ぎ去り、戦争を知らない世代が増えてまいりましたが、戦争の惨禍の記憶を広く後

世に伝え、恒久平和を祈念することは、我々の責務であります。 

本市は、長崎に投下された原子爆弾の第一目標であったことを重く受け止め、戦争の悲惨さを次の

世代に伝えるため、平成２２年に非核平和都市宣言を行いました。今年８月には、市制５０周年を記

念して、「知覧特攻平和会館 北九州展」をイノベーションギャラリーで開催し、大変多くの方にご

来場いただき、知覧特攻平和会館が所有している戦闘機の実物のプロペラや操縦席のレプリカなどを

広く紹介することができました。また、平和への願いが込められた「嘉代子桜・親子桜」を市内の小

学校に植樹する取り組みを続け、今年、全市立小学校への植樹を終える予定です。 

今日の平和と繁栄は、戦争によって命を落とされた方々の尊い犠牲の上に築かれたものであること

を、私たちは決して忘れず、戦争のない平和な世界の実現に向けて、不断の努力をお誓いいたします。 

 結びに、戦没者の皆様の安らかなご冥福と、ご列席のご遺族の皆様のご平安をお祈り申し上げて、

追悼のことばといたします。 

平成２５年１０月１７日 

北九州市長 北橋 健治 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

開 式

国 歌 斉 唱

黙 と う

追 悼 の こ と ば

献 花

献 舞

閉 式

追悼のことば（平成２５年度） 
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福 岡 県 

洲崎地蔵尊 
福岡市 東区 追悼施設

9 

 21

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

宗玖寺 

福岡県福岡市東区馬出４－１－１１ 

（福岡地下鉄 馬出九大病院前駅 徒歩５分） 

石村萬盛堂 石村前社長 

昭和２０年代 

宗玖寺 ０９２－６５１－４３９６ 

碑 文

【表】 

 

 

洲崎地蔵尊 

説 明 文

 

洲崎地蔵尊縁起 

 

�大東亜戦争の悲報 りに到る昭和廿年

六月十九日午后九時突如として福岡市は

米軍機 B29 の空襲をうけ一瞬にして火の海

と化したが その中で最も被害の甚大であつた

此の周辺で懐かしい肉親や近隣の人々の尊

い御魂が数多く失われた 私共は今是等

の不幸な方々の上に深く同情を致し併せ

て当町出身の戦歿英霊をも迎え其の数

五十有柱こヽに供養の碑を建立し名づけ

て 洲 嵜 地 蔵 尊 と 呼 び 是 等 の 尊 い 犠 牲

をして無意義たらしめぬようこころし

てその御霊を慰めるのと共に人類永遠の

平 和 を 郷 土 守 護 の 礎 た れ と の 祈 り を

こむるものである  請ひ願わくば有縁

無縁行きずりの人よ一掬の涙を持って

合掌を手向け賜わんことを 
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福 岡 県 

戦災記念碑 
福岡市 博多区 追悼施設

10 

 23

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

冷泉公園 

福岡県福岡市博多区上川端町７ 

（福岡市地下鉄 中洲川端駅 徒歩３分） 

福岡市戦災死没者慰霊塔建設委員会 

昭和４０年６月１９日 

福岡市社会福祉協議会 総務課 ０９２－７５１－１１２１ 

碑 文

【表】 

 

戰災記念碑 

 

 

【裏】 

 

戦 災 死 没 者 の 慰 霊 と

平 和 へ の 祈 り を こ め て

昭和四十年六月十九日建立
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福 岡 県 

福岡市戦災引揚死没者追悼式 

福岡市 博多区 追悼式
 11 

 25

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

福岡市戦災引揚死没者追悼式 

冷泉公園内 戦災記念碑前 

福岡県福岡市博多区上川端町７ 

（福岡市営地下鉄 中洲川端駅 徒歩４分） 

平成２５年６月１９日（水） ※例年６月１９日開催 

２５０人 

福岡市社会福祉協議会 総務課 ０９２－７５１－１１２１ 

式 次 第（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

遺族を代表いたしまして、一言お礼の言葉を申し上げます。 

 本日は、「平成２５年度福岡市戦災引揚死没者追悼式」が、多くの方々の

ご参列のもとに、厳粛に執り行われましたことを深く感謝申し上げます。 

あの忌まわしい戦災の日から、６８年という長い歳月が経ちました。福岡

大空襲の、あの悲惨な夜を思い出すたび、今でも辛く、悲しく、胸が張り裂

ける思いで一杯でございます。私は、当時６歳で被災し、ともに避難してい

た祖母、姉、二人の妹、そして臨月の母を空襲で失いました。その悲惨な光

景は今もなお鮮明にまぶたに焼け付き、その時の悲しみ、苦しみの記憶は、

時が経っても色あせることはありません。 

 また、日本を遠く離れた異境の地から引き揚げる途中、再び祖国の土を踏

むことなく、多くの方々が無念の最期を遂げられました。私も、姉が引き揚

げ途中に亡くなりましたが、他のご遺族の方々のご心中に思いを致しますと、

悲しみと哀惜の念、新たなるものがございます。 

戦後、残された遺族は、力を合わせて立ち上がり、かけがえのない肉親を

奪われた深い悲しみを乗り越えながら、助け合い、生き抜いてまいりました。 

現在、戦争を知らない世代がその大方を占める時代へと移り変わってきて

おりますが、今日のこの平和で豊かな日本は、多くの犠牲の上に築かれたの

だということを忘れてはなりません。 

 本日の式典に臨み、私たちは、二度とあの悲しく、愚かな歴史を繰り返さ

ないとの決意を新たにし、先の戦争から学んだ多くの教訓を風化させること

なく、後世にしっかり語り継いでいくことをここに固くお誓いいたします。 

 最後に、ご多忙中にもかかわりませず、ご参列いただきましたご来賓の

方々、そして地域の方々や博多小学校の皆様に対しまして、心からお礼を申

し上げ、簡単ではございますが遺族を代表しての謝辞といたします。 

 

平成２５年６月１９日 

遺族代表 樋口 泰助 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

開 式 の こ と ば

黙 祷

主 催 者 式 辞

来賓追悼のことば

電 文 拝 読

献 花

遺 族 代 表 謝 辞

閉 式 の こ と ば

 

 

 

…

 

 

 

 

市長、市議会議長 

謝 辞（平成２５年度） 
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福 岡 県 

戦災地蔵 
福岡市 博多区 追悼施設

12 

 27

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

沖濱稲荷神社 

福岡県福岡市博多区古門戸町３－８ 

（福岡市地下鉄 中洲川端駅 徒歩５分） 

不明 

昭和２５年６月１９日（平成３年９月２４日再建） 

沖濱稲荷神社責任役員 株式会社フチカ ０９２－２８１－４４４５ 

碑 文

 

 

【台座正面・右】 

 

 

戰災地蔵 

 

 

 

 

 

【左】 

 

 

世話人 

（個人名） 

 

 

 

 

 

【裏】 

 

 

昭和二十五年 

六月十九日建立 
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福 岡 県 

戦災地蔵尊 
福岡市 博多区 

 

追悼施設

13 

 29

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

黒田神社 

福岡県福岡市博多区須崎町１３－２５ 

（福岡市地下鉄 中洲川端駅 徒歩８分） 

戦災犠牲者遺族 

昭和２５年５月 

個人であり記載せず 

碑 文

【台座正面】 

 

 

戦災地蔵尊 

 

 

 

【台座右】 

 

 

戦死者 

 

（故人名） 

説 明 文

戦災地蔵尊の由来 昭和二十五年（一九五〇年）五月、町内の方々により福岡大空襲で犠牲とな 

られ戦災死された旧下対馬小路の町内の方々十五人の御霊と、当町出身の戦死者の方々四人の御 

霊のご冥福を祈念し、後生平和への象徴として建立された。旧奈良屋校地区（死者三〇八人）に 

は本尊と共に、須崎町（旧下洲崎）の恵比寿神社境内、古門戸町（旧中対馬小路）の沖濱稲荷神 

社境内に戦災地蔵尊が祀られている。旧十五銀行（現博多座）での犠牲者を祀った「じゅうご地 

蔵尊」は西区今宿の栄昌寺境内に移動、須崎問屋街（旧上須崎町）入口東側の「須崎地蔵尊」は 

東区馬出の宗玖寺に移動している。 



 30

福 岡 県 

戦災地蔵菩薩 
福岡市 博多区 

 

追悼施設

14 

 31

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

須ヶ崎恵比須神社 

福岡県福岡市博多区須崎町１３－８ 

（福岡市地下鉄 中洲川端駅 徒歩８分） 

一の組婦人会員一同 

昭和２６年５月 

個人であり記載せず 

碑 文

【台座・表】 

 

戦災地蔵菩薩 

 

 

 

【台座右面】 

 

（故人名） 

説 明 文

戦災地蔵菩薩由来 

 

昭和十二年支那事変勃発より 

同二十年八月十五日御聖断に 

より終戦となるその間当町出 

身の戦死者の霊十九柱 又同 

二十年六月十九日の大空襲に 

より全市一瞬にして廃墟とな 

るその火災の中に最後迠郷土 

を守り痛ましくも戦災死され 

た町内の方々五十九人の霊を 

慰むるために昭和二十六年五 

月町の聖地に地蔵菩薩像を建 

立し国家郷土のため犠牲とな 

られし尊い御霊の御冥福を永 

遠に祈念申上げるとともに後 

世平和への誓を新らたにする 

象徴とし信仰の誠を捧ぐる次 

第であります 

昭和四十年六月十九日 

殉難二十周年 

下洲﨑町 

例祭日 六月十 九 日 

八月二十四日 

【台座左面】 

 

昭和廿年六月十九日空襲に依り当町内 

戦災殉難者の霊を慰め茲に地蔵菩薩を建立する 

昭和廿六年五月 

発起人 新森、沢田、近藤、古本、米倉、大家外 

一の組婦人会員一同 
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福 岡 県 

戦災地蔵尊 
福岡市 博多区 

 

追悼施設

15 

 33

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

西方寺 

福岡県福岡市博多区奈良屋町１０－１１ 

（福岡市地下鉄 呉服町駅 徒歩８分） 

不明 

昭和２５年 

西方寺 ０９２－２９１－１２２８ 

碑 文

【表】 

 

 

 

古門戸町 

 

（故人名） 

 

経 緯

昭和通り博多五町信号、バス停から北側に約二〇〇メートル入ったとこ

ろにある。浄土宗西方寺の北条氏の家紋の入った大扉の山門をくぐると、

右手に小さな地蔵堂がある。大小二体のお地蔵さんが立っている

が、右側の小さい方が戦災地蔵尊で、昭和二十五年建立と彫られている。 

 住職の話では、戦災死した無縁仏を供養するために祀っているそうだ。

刻まれた四人の名前は判読不能だったが、「古門戸町」という文字だけが

確認できる。 

 

（後略） 

 

 

出典：川口勝彦・首藤卓茂著「福岡の戦争遺跡を歩く」（海鳥社）より 
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福 岡 県 

川端飢人地蔵尊 
福岡市 博多区 追悼施設

16 

 35

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

博多ワシントンホテルプラザ隣 

福岡県福岡市博多区中洲２－８－３３ 

（福岡市地下鉄 中洲川端駅 徒歩４分） 

不明 

昭和２０年代 

上川端町地蔵組合 個人宅のため記載せず 

碑 文

【卒塔婆の文】 

 

 

南無阿弥陀佛 飢人地蔵尊大菩薩 大施餓鬼 

享保年間飢餓死之諸精霊並戦死戦災死之諸霊 追福増進菩提 

説 明

 

 享 保 飢 饉 の と き の い わ ゆ る 飢 人 地 蔵 の 一 つ で あ る が 、 

戦後、戦死者・戦災死者も合わせて供養するようになった。 

お 地 蔵 様 の 後 ろ の 卒 塔 婆 に そ の 旨 が 書 き 込 ま れ て お り 、 

外からは見えないが、地蔵尊の横に入ると読むことができる。 

 

出典：川口勝彦・首藤卓茂著「福岡の戦争遺跡を歩く」（海鳥社）より 



 36

福 岡 県 

福岡市戦没者合同追悼式 

福岡市 中央区 追悼式
 17 

 37

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

福岡市戦没者合同追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

福岡市民会館 

福岡市中央区天神５－１－２３ 

（福岡市地下鉄 天神駅より 西鉄バス「市民会館前」下車 徒歩４分） 

平成２５年６月１９日（水） ※例年６月１９日開催 

４００人 

福岡市 保健福祉局 総務課 ０９２－７１１－４４９３（直通） 

式 次 第

式 辞

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

 今日ここに、多数のご遺族をはじめ、ご来賓の方々、市民の皆様にご参列いただき、福岡

市戦没者、戦災死没者並びに引揚死没者の合同追悼式を執り行うにあたり、主催者を代表い

たしまして式辞を申し上げます。 

 あの激しかった先の大戦では、戦没された方々は、ご家族や祖国の安泰と繁栄を信じ、わ

が身を顧みず、中国大陸や遠い太平洋、また酷暑、酷寒の地で、祖国の地を思いながら、そ

の尊い命を捧げられました。 

また、六十八年前の今日六月十九日、この福岡の町は大空襲に見舞われ、またたく間に火

の海と化し、多くの方々が犠牲になられました。 

さらに、海外からの引揚げの途中、さまざまな苦難に遭われ、祖国の土を踏むことなく亡

くなられた方々もたくさんおられます。戦渦の犠牲となられた方々の無念の気持ちを思いま

すと、胸がしめつけられる思いでございます。改めて、ご冥福をお祈りいたします。 

ご遺族の皆様方におかれましては、今なお六十八年前の深い悲しみの気持ちがよみがえっ

てこられることと思います。そして、その後の、言葉では言い尽くせない幾多の困難を乗り

越えられながら、険しい道のりを歩んでこられたご遺族の皆様方のご労苦に対し、心より敬

意を表します。 

私たち福岡市１５０万の市民は、このような深い悲しみの歴史があったことを決して忘れ

ることなく、後世に語り継いでいくことこそ、今を生きる私たちの責務であると、信じるも

のであります。 

 今日、わが国は、平和国家として着実な歩みを続けており、また、世界平和の実現のため

に果たすべき役割にも、ますます大きな期待が寄せられています。 

 私は、戦禍の犠牲となられた方々の、祖国の発展への思いを深く心に刻み、恒久平和と人々

の幸福、そして私たちのふるさとである福岡市のさらなる発展のために、今後とも全力を尽

くしてまいります。 

 結びに、御霊が永遠に安らかであるようお祈りいたしますとともに、ご遺族の皆様方のご

健勝とご多幸を心から祈念いたしまして、式辞といたします。 

 

平成２５年６月１９日 

福岡市長 髙島 宗一郎 

 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

開 式 の こ と ば

国 家 斉 唱

黙 祷

主 催 者 式 辞

来賓追悼のことば

献 花

閉 式 の こ と ば

（平成２５年度） 

…

 

 

…

…

 

…

福岡市保健福祉局長 

 

 

福岡市長 

福岡県知事、福岡市議会議長、福岡市遺族会連合会会長、福岡市社会福祉協議会会長 

 

福岡市保健福祉局理事 
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福 岡 県 

戦災復興記念群像 
福岡市 中央区 追悼施設
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

西中洲公園 

福岡県福岡市中央区天神１－１６ 

（福岡市地下鉄 天神駅 徒歩３分） 

福岡市 

昭和４７年７月１８日 

福岡市 中央区 地域管理部 維持管理課 公園係 ０９２－７１８－１０８１（直通） 

碑 文

【表】 

 

昇る 

生まれる 

歩く 

 

冨永朝堂 作 

説 明 文

 福岡市は第二次世界大戦末期の昭和二十年六月十九日

午後十時三十分ごろから約二時間にわたり、米空軍Ｂ二九

爆撃機約六十機による焼い弾攻撃を受け、都心部のほとんどが

焦土と化した。その被災状況は、面積約四平方キロメートル、

人口約六万人、戸數約一万三千戸に及んだ。 

昭和二十年八月十五日、終戦を迎えて国は全国百十五

都市の戦災復興の急務に鑑み、復興の基本計画を策定

するとともに、特別都市計画法を制定した。本市もこれに

基づき昭和二十二年一月二十二日福岡都市計画復興土地

区画整理事業の認可を得て事業に着手した。事業は、

混乱した戦後の社会状況のなかで幾多の困難はあつたが、

関係者の協力を得て着手以来二十五年の歳月を経て、

昭和四十七年二月二十二日完了するに至つた。ここに事業

完成の業績を顕彰し、記念群像を建立する。 

 

福岡市長 阿部源蔵

補 記 

 

碑文に記されている福岡大空襲の規模については

昭和５０年に明らかにされた米国防総省の機密文書

によれば、爆撃航空機Ｂ２９の数は、２２１機と記録

されている。 
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福 岡 県 

戦災死者供養塔 
福岡市 中央区 
 

追悼施設
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

簀子公園 

福岡県福岡市中央区大手門３丁目 

（福岡市地下鉄 大濠公園駅 徒歩７分） 

簀子校区有志、簀子警防団一同 

昭和２２年６月１９日 

不明 

碑 文

【表】 

 

戦災死者供養塔 

 

 

 

【裏】 

 

昭和二十年六月十九日夜ノ

大 空 襲 ニ 依 リ 簀 子 校 区

内ニテ百七十六名戦災犠牲トナ

ル依ッテココニ校区内生存者有志

相計リ供養塔ヲ建立ス 

昭和二十二年六月十九日 

 

発起代表者 田中留吉 

簀子校区内 有志一同 

簀子警防團 團員一同 
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福 岡 県 

無縁仏地蔵尊 
福岡市 中央区 
 

追悼施設

20 
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

 

連 絡 先

：

：

：

：

：

圓應寺 

福岡県福岡市中央区大手門３－１－７ 

（福岡地下鉄 大濠公園前駅 徒歩５分） 

圓應寺 

戦前  ※昭和３０年代「簀子戦災死者供養塔」が建てられた敷地の公園整備に 

ともない、葬られていた遺骨をこの地蔵尊に移した。 

圓應寺 ０９２－７６１－１４５４ 

碑 文

【表】 

 

 

南無阿彌陀佛 

経 緯

 昭和二十年六月十九日、さらに過酷な運命が待ち受けていた。福岡

大空襲である。アメリカ軍の戦略爆撃計画が実行されたのだ。マリア

ナ諸島を出発したＢ２９爆撃機の巨大編隊二百三十九機が九州を北

上、背振山系から福岡上空に到達すると２３時１１分、容赦ない焼夷

弾投下が開始された。日本側が応戦するも高射砲はほとんど命中せず、

なすすべもなかったと聞く。赤や黄色の閃光を周囲に放ちながらアイ

スキャンデーのような形状の焼夷弾が「ヒューシュルルー」と不気味

な金属音を立てて暗い夜空を切り裂いた。 

 

（中略） 

 

 博多や天神を中心に爆撃は約２時間にわたって行われ、東西は御笠

川から樋井川まで、南北は博多湾海岸線から櫛田神社・大濠公園まで

の一帯が焼失した。実に福岡市の３分の１の家屋が戦火に焼かれたの

である。市内でもとりわけ奈良屋、冷泉、大浜、大名、簀子５校区の

被害が激しく、特に簀子校区はわずか数軒を残してすべての家屋が全

焼したと記録がある。 

 

（中略） 

 

 当時の発表では、簀子校区の死者百七十六名、そのうち小学校児童

二十四名であった。ムシロが敷かれただけの墓地の一角に真っ黒に焼

け焦げた死体がズラリと並んだのである。あまりにも無残な姿に発す

る言葉は見つかるものではない。まもなく墓地と校庭で荼毘に付され、

今その場所には慰霊塔が建っている。 

 

出典：三木和信著「ひまわり」より 
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福 岡 県 

じゅうご地蔵 
福岡市 西区 追悼施設
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

栄昌寺 

福岡県福岡市西区今宿町４９１ 

（ＪＲ今宿駅 徒歩１９分） 

遺族の皆様、栄昌寺婦人会（移設新築） 
昭和３０年６月１８日（平成１４年５月移設） 

栄昌寺 ０９２－８０７－０６７１ 

碑 文

 

なし 

説 明 文

じゅうご地蔵尊の由来 

 

 第二次世界大戦末期の昭和廿年（一九四五）六月十九日 

福博大空襲の際、かねて避難所に目されていた元十五銀行ビル 

（現博多リバレイン、博多座）の地下室に退避した地域の人達のうち、 

壁が高温化する危険を予感して無理にシャッターを揚げ屋外に 

逃れた人は助かったが、周囲総ての火災で電源が切断された後の 

地下室はシャッターの開閉できず、外部の人は地下室の危急存亡に 

一人として気づくことなくただ必死に東公園目差して逃れつつあった。 

高温はじわじわ炎熱の地獄と化し閉じ込められた六十三名の人達から 

滲み出た脂汗が、踝を没する深さの溜となる惨状を呈し全員そこで 

生命を落とされた。同三十年六月十八日戦災十周年に際し遺族の 

皆さんが発起人となり博多区上川端町栄昌寺境内に地蔵様を建 

立された。「十五」ビルと「銃後」並びに「自由御」地蔵の三つの言葉を 

祈りの心として「じゅうご地蔵尊」と稱名された。焼夷弾で伽藍総てが 

灰儘に帰した同寺は半世紀ぶりに西区今宿町へ移転復興するに伴い 

この地蔵様も同寺内に移られたが歳月を重ねる間に尊像の傷みも 

増しつつあり、この度栄昌寺婦人会が浄財を拠出して堂宇を新築 

寄進しました。戦火により非憤の生涯を了えられた人達の供養と、 

戦争の悲惨さ更に平和の尊さを、この地蔵様を体していつまでも後世 

に語り伝えたいと念ずるものです。 

平成十四年五月吉辰  

浄土宗 栄昌寺婦人会 
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福 岡 県 

大牟田空襲の碑 
大牟田市 追悼施設

22 
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

普光寺公園 

福岡県大牟田市今山２５３８ 

（ＪＲ大牟田駅より 西鉄バス「普光寺」下車 徒歩１０分） 

大牟田の空襲を記録する会、平和モニュメントをつくる会 
平成６年７月２７日 

大牟田の空襲を記録する会事務局 ０９４４－５８－３０１８ 

碑 文

【表】 

 

大牟田空襲の碑 

 

空赤く燃えひろがれど壕の中 

寄れる亡骸を見きわめ難し 

山本和夫 

 

 

 

【裏】 

 

大牟田市は、十五年戦争末期、アメリカ軍に

よって、つぎのように五回の空襲を受けた。

一九四四年十一月二十一日 

一九四五年 六月 十八日 

同 年 七月二十七日 

同 年 八月  七日 

同 年 八月  八日 

これによって、大牟田の市街地は瓦礫の原と

化し、死傷者およそ三千人、罹災家屋一万二千

戸以上という多大の犠牲を出した。 

アララギ派の歌人山本和夫も空襲によって

妻子を失った。この碑に刻まれた歌は、その直

後に詠まれた十一首の中の一首である。 

ここに、大牟田の空襲を歴史に留め、恒久の

平和を祈念して、この碑を建立する。 

 

一九九四年七月二十七日 

大牟田最大の空襲の記念日に 

大牟田の空襲を記録する会 

平和モニュメントをつくる会 
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福 岡 県 

藤田町 被爆戦没者之碑 
大牟田市 追悼施設

23 

 49

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

天満神社 

福岡県大牟田市藤田町７４３ 

（ＪＲ大牟田駅より 西鉄バス「船津町」下車 徒歩１２分） 

藤田町被爆戦没者の碑建立委員会 

平成７年８月７日 

藤田町被爆戦没者の碑保存会 ０９４４－５６－５９９５ 

碑 文

【表】 

 

 

藤田町被爆戦没者之碑 

 

 

 

 

【裏】 

 

 

碑 文 

 

 

 あの悲惨な太平洋戦争が終わってから、五十年の歳月が流れた。 

わたしたちの住む藤田町とその周辺では、昭和二十年八月七日の昼 

大牟田第四回空襲の際、米軍機撃墜によって甚大な被害を被った。 

被弾した米軍機は空中分解して墜落し、積んでいた爆弾二十数発は 

藤田本村の民家に落下し大爆発した。そのためこの付近は壊滅に近 

い被害を受け、その惨状は地獄さながらの様相を呈した。被爆によ 

る死者は百人以上であった。また中原では、六月十八日夜、第二回 

空襲で六人が亡くなった。 

藤田町で被爆死された人々および戦没者の霊を慰め二度と戦争の 

悲劇を繰り返すことのない恒久の平和を願うために町内町外の多数 

の人々のご協力により、「藤田町被爆戦没者の碑」を建立する。 

 

平成七年八月吉日 

藤田町被爆戦没者の碑建立委員会 
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福 岡 県 

戦災死者之霊碑 
久留米市 追悼施設

24 
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

小頭町公園 

福岡県久留米市小頭町７ 

（西鉄電車 西鉄久留米駅 徒歩１４分） 

久留米市長 山下善助、同助役 主計貞二、久留米市慰霊会長 野村福太郎、仏教会長 阿里燈 

昭和２７年８月１１日 

久留米市社会福祉協議会 ０９４２－３４－３０３５ 

碑 文

【表】 

戦災死者之霊碑 

 

【裏下部】 

 

発起者 

久留米市長 山下 善助 

（個人名） 

説 明 文

戦災死者之霊碑 

 

一．  第二次世界大戦末期の昭和二十年八月十一日

午前十時三十分頃、わが郷土久留米市上空に現

れた米軍戦爆連合（Ｂ２４・Ｂ２９・その他）約百五

十機による油脂焼夷弾投下で炎天に乾き切った

市内は、一瞬にして猛火に包まれ地獄さながら

の惨状となりました。このことは、有史以来私

たちの祖先がかつて経験したことのない災害で

あります。 

 

二．  この霊碑は、郷土防衛の犠牲となられた二百

十四名の尊い生命を悼み犠牲者を最も多く出し

た小頭町公園の一角に昭和二十七年八月十一日

建立されました。 

 

三．  久留米市においては、戦争の惨禍を二度と繰

り返さないために、昭和五十九年七月に「久留米

市は核兵器の廃絶と恒久平和を願う水と緑の人

間都市である」と宣言し、平和事業を推進してい

ます。 

久留米市
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福 岡 県 

久留米空襲戦災死者慰霊式 
久留米市 追悼式

 25 

※写真提供 久留米市

 53

 
 
開催概要

歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

久留米空襲戦災死者慰霊式 

小頭町公園内 戦災死者之霊碑前 

福岡県久留米市小頭町７ 

（西鉄電車 西鉄久留米駅 徒歩１４分） 

平成２５年８月１１日（日） ※例年８月１１日開催 

１００人 

久留米市社会福祉協議会 ０９４２－３４－３０３５ 

式 次 第

式 辞

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日、ここに、久留米市戦災死者慰霊の式典をとり行うにあたり、慎んで哀悼の誠を捧げ、亡

くなられた多くの方々の御霊のご冥福を、心よりお祈り申し上げます。 

顧みれば、今から六十八年前、昭和二十年八月十一日の午前十時三十分、突然久留米の空を襲

った、戦略爆撃機の攻撃により、瞬く間に市街地の四分の一が焼失し、罹災者二万余名、そして

二百十四名もの尊い生命が奪われました。 

この大空襲により、それまで長年にわたって生業に励み、営々と築き上げてきた久留米の町は

僅か一日にして焦土と化し、まさに、戦争の悲惨さと冷酷さを目の当たりにしたところでありま

す。 

ここに慎んで、戦争の犠牲になられた二百十四柱の御霊に思いをいたし、また、ご遺族のご心

中をお察し申し上げ、心より哀悼の意を表する次第であります。 

あの悪夢のような大空襲から、早六十八年を迎え、今年で六十二回目となる慰霊式を、迎える

ことができました。 

この間、我が国は平和国家の建設に取り組み、ひたすら焦土からの再建と経済の発展に努力し

てまいりました。本市もまた、先人たちの血のにじむような努力により、人口三十万の中核市と

なるまでに、逞しく成長を遂げてまいりました。 

しかしながら、今日の私たちの平和と繁栄は、先の大戦における御霊の尊い犠牲のうえに築か

れたものであることを、忘れることは出来ません。 

残念ながら、今もってこの地上から、紛争や残虐な事件が絶えることはなく、尊い命が失われ

ているのが現状であります。 

私たちは、戦争や紛争の最大の犠牲者は、いつも一般市民であることを思い、改めて、世界平

和を強く望まずにはいられません。また、安全で安心して暮らせるまちづくりの実現が市民の最

大の願いであることを改めて心に刻み、さらに努力していかねばなりません。 

間近に終戦記念日を控えた本日、私たち三十万市民は心から御霊のご冥福と、ご遺族への限り

ない御加護を賜りますよう、祈念申し上げまして、式辞といたします。 

 

平成２５年８月１１日 

久留米市社会福祉協議会 

会長 川地 東洋男 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

黙 祷

表 白

式 辞

追悼の辞

追悼の辞

祈念電文

読経焼香

 

 

久留米市社会福祉協議会会長 川地東洋男 

久留米市長 

久留米市議会議長 

 

（平成２５年度） 

…

…

…
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福 岡 県 

一ツ木延命地蔵菩薩 
朝倉市 追悼施設

26 

 55

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

寳満宮（一ツ木神社） 

福岡県朝倉市一木１７４ 

（甘木鉄道または西鉄電車 甘木駅より 甘木観光バス「一ツ木神社前」下車 徒歩１分） 

大刀洗空襲遭難者遺族一同 

昭和２０年１１月２０日 

個人であり記載せず 

碑 文

【表】 

 

延命地蔵菩薩 

（空襲遭難者 故人名） 

【裏】 

 

昭和二十年 

十一月二十日 

建立 

説 明 文

一ツ木延命地蔵菩薩の由来 

 

古 来 、 当 地 は 北 に 太 平 山を 仰 ぐ 静 か で 豊 か な

平和郷であったが、太平洋戦争勃発により、近くの

大刀洗飛行隊を中心に航空廠、製作所、高射砲隊、

陸軍病院等が設置され、一大軍都と化していった。

かくて昭和二十年三月二十七日、午前十時ごろ、

大刀洗を目標とする米軍のＢ２９爆撃機の大編隊に

よる初の空襲に見舞われたのである。 

折 か ら 、 修 業 式 の 最 中で あ っ た 立 石 国 民 学 校

児童は警報と共に地方別に急ぎ帰途についたが、

一ツ木地方の児童が生徒隊付近に至るころに、大刀洗の

爆撃が始まりこのまま一ツ木に帰ることが危ぶまれ引率

訓導の指示により学校近くの頓田の森へ退避した

のであったが、不運にも退避し終った刹那、投下された

爆弾により大多数の児童の命を奪ったのである。

即死せし児童二十四名、重軽傷十数名の犠牲を出し

後刻死亡せし児童と合わせて三十二名という大惨事と

なったのである。 

一瞬にしてわが子を失った親の悲しみと、切なさは、

やがて平和を願い亡き子の冥福を祈る心の現われと

して、遺族一同相はかり同年十一月二十日この延命地蔵の

建立となったのである。 

こ の 地 蔵 は 、 た と え 国 家 非 常の 時 と は い え 、

無垢で明るく天使のようないたいけな児童達の

命を爆死という最も無惨な姿で奪われた親心の、

二度とくりかえしてはならない戦争への憤りであり、

恒久の平和を願って止まない叫びであることを銘記

すべきである。 
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福 岡 県 

３・２７ 平和の碑のつどい 

朝倉郡 筑前町 追悼式
 27 

※写真提供 筑前町

 57

a 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

３・２７ 平和の碑のつどい 

筑前町 依井・熊ケ山 平和の碑前 

福岡県朝倉郡筑前町依井２５００－１ 

（ＪＲ二日市駅より 西鉄バス「新町」下車 徒歩１５分） 

平成２５年３月２７日（水） ※例年３月２７日開催 

８０人 

筑前町 企画課 ０９４６－４２－６６０１（直通） 

式 次 第

式 辞

（平成２４年度） 

（平成２４年度） 

本日ここに、「第１７回 平和の碑のつどい」を挙行するにあたり、旧大刀洗

飛行場の空襲で犠牲になられた御霊に、謹んで追悼の誠を捧げます。時の流れる

のは早いもので、あの空襲から６８年の歳月が流れました。空襲において、「大

空への夢」を目指していた若者をはじめ、多くの関係者が祖国の平安と発展を祈

りながら、散華された犠牲者の在りし日の面影を偲び、改めて心から御冥福をお

祈り申しあげます。また、かけがえのない最愛の肉親を失いながらも、戦中戦後

の幾多の苦難を乗り越えられた、御遺族の深い悲しみや苦しみは、いかばかりで

あったかと、長年の御苦労をお察し申し上げ、深く敬意を表する次第でございま

す。 

さて、「筑前町立大刀洗平和記念館」が開館しまして四年目を迎えています。

この記念館は、旧大刀洗飛行場があった、この地で起きた歴史の真実と、平和の

大切さを、国を背負って立つべき青少年に永久に語り継いで行くために、その情

報を発信するために設置したものでございます。お陰様で多くの方に来館いただ

いております。来館された方には常設展示、シアターあるいは朗読等を御覧いた

だき「戦争の悲惨さ」から「平和の大切さ」を肌で感じていただいているものと

思います。町は、この施設が「平和を願うまちづくり」のシンボルとして、その

機能を発揮するようにしっかりと運営に努めて参る所存でございます。 

 

あの忘れもしない３．１１東日本大震災の発生から丸２年が経過しました。こ

の大災害からも「命の尊さ」を改めて認識する機会でもありました。私たちには、

明日を担う若者たちへ、平和の有難さ、命の尊さ、そして戦争がない時代にいる

今の幸せ、その大切さを語り継いでいく責務がございます。ここに改めて、恒久

平和の確立と、心豊かに暮らせる生活の実現のため、全力を尽くしていくことを

お誓い申し上げまして、式辞といたします。 

 

平成２５年３月２７日 

筑前町長 田頭 喜久己 

 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

開会のことば 

黙とう    

筑前町長式辞 

来賓紹介 

大刀洗空襲に関わる語り部 

献 句 

朗 読「鎮魂（みたましずめ）」 

献 花 

閉会のことば 

（平成２４年度） 
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福 岡 県 

筑前町戦没者追悼式 

朝倉郡 筑前町 追悼式
 28 

※写真提供 筑前町

 59

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

筑前町戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

めくばーる町民ホール 

福岡県朝倉郡筑前町久光９５１－１ 

（ＪＲ二日市駅より 西鉄バス「新町」下車 徒歩４分） 

平成２５年９月２８日（土） ※例年１０月中旬開催 

１４７人 

筑前町 福祉課 高齢者福祉係 ０９４６－２４－８７６３（直通） 

式 次 第

式 辞

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日ここに、多数のご遺族並びにご来賓の皆様をお迎えし、平成２５年度筑前町戦没

者追悼式を挙行するにあたり、戦没者各位の御霊の前に謹んで追悼の誠を捧げます。 

時の流れは早く、数多くの尊い命が失われた先の大戦から、６８年の歳月が過ぎ去り

ました。今、こうして、苛烈を極めた戦闘の中で祖国を思い、家族を案じつつ、心なら

ずも戦場に倒れた方々、また国内外で戦禍に遭われ命を落とされた方々、あるいは遠い

異郷の地で無念にも最期を遂げられた方々に思いをはせるとき、悲痛の思いが尽きるこ

となく込み上げてきます。 

ここに、改めて戦没者の方々のご冥福を心よりお祈り申し上げるとともに、最愛の肉

親を失われ、時を経てもなお癒されることのない深い悲しみを抱えながら、苦難を乗り

越えてこられたご遺族の皆様の、そのご労苦に対しまして深く敬意を表する次第でござ

います。 

戦後、わが国は、一貫して平和の道を歩み、国民のたゆまぬ努力により幾多の困難を

克服し、世界的にもめざましい経済発展を遂げてまいりました。 

かつて東洋一を誇った大刀洗飛行場の航空拠点は、今日、平和の一大拠点として大刀

洗平和記念館が建設され、この地で起きた歴史の真実と、平和の尊さを永久に語り継い

でいくための情報発信基地へと生まれ変わりました。  

さらに風化しつつある戦争の悲惨さ無情さと恒久平和の願いを後世に語り継ぐため、

平和のメッセージ募集を行いました。多くの声が全国から届けられ、平和への思いが詰

まった作品集として完成いたしました。 

本日の追悼式に臨み、過去を謙虚に振り返り、悲しみの歴史を繰り返さないとの決意

を新たに、不戦と平和を守り、温かくお互いを思いやり支えるまちづくりに一層の努力

を重ねますことを、ここに固くお誓いいたします。 

結びにあたりまして、ふるさと筑前町の平和と繁栄を守り続ける決意を新たにいたし

ますとともに、戦争の犠牲となられたすべての方々の御冥福と、ご遺族の皆様のご健勝

を心からお祈り申し上げ式辞といたします。 

 

平成２５年９月２８日 

筑前町長 田頭 喜久己 

 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

国歌斉唱 

開式のことば 

黙祷 

町長式辞 

遺族代表追悼のことば 

来賓代表追悼のことば 

（平成２５年度） 

7.

8.

9.

10.

11.

献花（参列者全員） 

町長あいさつ 

遺族代表謝辞 

朗読（平和のメッセージ） 

（虹の会） 

閉式のことば  
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福 岡 県 

大刀洗空襲慰霊供養 

朝倉郡 筑前町 追悼式
 29 

※写真提供 豊福健吾

 61

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

大刀洗空襲慰霊供養 

原地蔵公民館 

福岡県朝倉郡筑前町原地蔵２２２６ 

（甘木鉄道 大刀洗駅 徒歩８分） 

平成２５年３月２４日（日） ※例年３月２７日直近の日曜日開催 

１３０人 

大刀洗空襲慰霊供養実行委員会 個人宅のため記載せず 

式 次 第

挨 拶

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

 今年も大刀洗空襲慰霊供養を開催いたしましたところ多数の皆様にご参加いただ

きありがとうございました。今年で第２１回の慰霊供養となりますが、これも関係

者及び地元ボランティアの方々のご支援とご協力の賜物と感謝しております。 

 私が実行委員長になった当時は、毎年毎年同じように供養をしていけば良いと思

っておりました。しかし、年々回を重ねる毎に少しずつ若い世代の方にも参加して

いただけるようになり、お世話する私達にとりまして嬉しい限りです。 

 毎年この日にお会いする方々とも「お久しぶりですね」とあいさつを交わすよう

にもなりました。このつながりを大切にし、『平和を願い、次世代に語り継ぐ』この

慰霊供養がいつまでも続きますよう、今後とも皆様のご協力とご参加をお願いして

私の挨拶といたします。 

 

実行委員長 豊福健吾 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 

１ 分 間 黙 祷

開 会 の 言 葉

挨 拶

来 賓 紹 介

読 経 供 養

追悼電報披露

語 り 部

人権作文朗読

子ども達の唄

献 花

挨 拶

閉 会 の 言 葉

（平成２５年度） 

 

 

…

 

 

 

…

…

…

 

…

 

 

原地蔵区長 熊手優、福岡地区明るい社会づくり運動協議会 会長 川崎賢治 

 

 

 

「母ちゃん、僕、震えがとまらない」長谷川幸雄 

「大刀洗大空襲から学んだこと」 小郡市立大原中学校２年 

原地蔵子ども会の皆さん 

 

大刀洗空襲慰霊供養実行委員会 実行委員長 豊福健吾 
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 63

佐 賀 県
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佐 賀 県 

記念碑「Ｂ29空爆焦土」 
佐賀市 追悼施設

1 

 65

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

平石強 個人宅敷地内 

佐賀県佐賀市水ケ江６－５－３５ 

（ＪＲ佐賀駅より 西鉄バス「大崎」下車 徒歩１分） 

平石強 

平成２３年８月１５日 

個人であり記載せず 

碑 文

【表】 

 

昭和二十年八月五日夜 Ｂ２９空爆焦土 

 

 

【裏】 

 

太平洋戦争罹災 

 

 

【右】 

 

かあちゃん たすけて 

 

 

【左】 

 

平成二十三年八月十五日  平石四郎、トヱ 

 

経 緯

昭和二十年八月五日夜十一時頃、米軍Ｂ２９爆撃機約６０機が、

小型爆弾、焼夷弾を投下、死者６１名、焼失戸数４４３戸で、県内

最大の空襲でした。町は火の海となりました。 
 
このままでは忘れ去られてしまうと思い、自宅の敷地に空襲を

伝えるために碑を立てました。 
 
妹が９歳、私は１４歳の２人を火の海の中を母に抱きかかえら

れ逃げました。 
火の海の中で動けない私は、かあちゃんたすけて、かあちゃんた

すけて、と母親に助けをもとめた叫びが忘れられません。碑の一文

に、かあちゃんたすけて、と彫り込みました。 
母は右足をひどく焼きました。 
 
この町で、大勢の人が心や体に傷を負って生きてきたことを覚え

ていて下さい。 
この町で、空襲があったことを忘れないで下さい。 

平石強（建立者） 
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佐 賀 県 

頌魂碑 
鳥栖市 追悼施設

2 
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

藤木公園 

佐賀県鳥栖市藤木町２４５７ 

（ＪＲ鳥栖駅 徒歩１２分） 

国鉄 門司鉄道管理局有志一同・鳥栖電力区職員一同 

昭和２０年１２月１１日 

九州旅客鉄道株式会社 鳥栖電力区 ０９４２－８２－３５８０ 

碑 文

【表】 

 

頌魂碑 

 

 

 

【裏】 

 

昭和二十年十二月十一日建之 

門鉄管内有志並ニ 

鳥栖電力区員一同 

 

 

 

【右横】 

 

（故人名） 

 

 

 

【左横】 

 

此ノ地ハ昭和二十年八月十一日米国機空襲 

ノ際所記ノ鳥栖電力区職員及ビ動員学徒諸 

氏ガ職務執行中ソノ直撃弾ヲ蒙リ悲壮ナル 

戦死ヲ遂ゲタルノ地ナリ依ツテソノ英魂ヲ 

弔慰シ冥福ヲ祈ルモノナリ 
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佐 賀 県 

鳥栖電力区戦没者慰霊祭 
鳥栖市 追悼式

 3 

※写真提供 ＪＲ九州鳥栖電力区

 69

 

 
開催概要

歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

鳥栖電力区戦没者慰霊祭 

藤木公園内 頌魂碑前 

佐賀県鳥栖市藤木町２４５７ 

（ＪＲ鳥栖駅 徒歩１２分） 

平成２５年８月１１日（日） ※例年８月１１日 

２７人 

九州旅客鉄道株式会社 鳥栖電力区 ０９４２－８２－３５８０ 

式 次 第（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日は、お暑いなか、鳥栖電力区戦没者慰霊祭に、遺族の方々を初め、関係者の方々、多数、

ご参列いただきまして、誠にありがとうございます。 

早いものであれから一年がたち、また、皆様方とこの頌魂碑の前でお会いすることができま

した。 

職員の江頭さん、原武さん、陣内さん、横尾さん、平野さん、正木さん、堤さん、学徒動員

の内田さん、実松さん、寺崎さん、青山さん、中原さん、堤さん、皆様方が無念のもとに逝か

れて、早いもので六十八年の月日が経過しました。ごらんの様に今年も皆様がこの頌魂碑の前

に集まって下さりました。 

今の日本は、皆様方のいしずえのもと大きく成長し、豊かで不自由の無い生活が出来るよう

になりました。本当に有難う御座います。 

しかし、一方では痛ましい戦争を知らない世代に入り、若い人たちは自由気ままな生活をお

くり、学徒動員の言葉すら、知らない状況となっています。また、他国では平然と戦争や暴動

が継続しています。 

今の私たちに出来ること、それはこの日本で再び戦争を起こさないために、小さいながらも

この慰霊祭を継続させ、痛ましくも悲しい戦争について、後世に伝えていかなくてはならない

事だと考えます。 

最後になりますが、殉職された方々のご冥福を心よりお祈りし、これからも、私たち自身が

戦争の無い、平和な時代を築いてゆくこと、鉄道の安全を築いていくことを英霊に誓い、また、

来年も皆様方とこの頌魂碑の前でお会いすることを誓い、私の挨拶とさせて頂きます。 

 

 

平成２５年８月１１日 

鳥栖電力区 区長 酒井 秀幸 

 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

参列者記帳

開 式

読 経

焼 香

住 職 挨 拶

主催者挨拶

閉 式

挨 拶（平成２５年度） 

 

 

…

 

 

…

 

 

妙善寺住職 

 

 

九州旅客鉄道株式会社 鳥栖電力区 区長 

：

：

：

：

：

：
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長 崎 県



 72
 

長 崎 県 

鎮魂慰霊平和祈願の塔 
佐世保市 追悼施設

1 
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

中央公園 

長崎県佐世保市宮地町１３６－７ 

（ＪＲ佐世保駅より 佐世保市営バス「松浦町中央公園入り口」下車 徒歩３分） 

佐世保市民 

昭和５２年６月２９日 

不明 

碑 文

【左側面】 

 

鎮魂慰霊平和祈願の塔 

 

佐世保市民 これを建つ 

昭和五十二年六月二十九日 

説 明 文

建立由来 

 

第二次世界大戦も終わりに近い昭和二十年 

（一九四五年）六月二十九日未明 佐世保は 

大空襲をうけ 市街の三分の二を焼失した 

市民は爆音におびえ  焼夷弾に追われ  

業火と煙に逃げまどった 一夜にして  

家屋財産は灰燼に帰し肉親を失い 人々は 

ただ茫然と焼野が原にたちつくした 

当時の記録によればその被害は 焼死者 

一,〇三〇柱 焼失家屋 一二,一〇六戸  

被災面積 一七八万平方メートルにおよぶ 

【左側面】 

 

過ぎ去った 三十余年の重い歳月 

人柱となった あなたがたの 

数知れない 命が 

限りない安らぎに充たされる日 

それは 

尊い 命の土壌の上に 

みんなが生きていることが 

うれしくなる 

そんな 

争いのない 

美しい平和の花を 

咲かせたときである 

 

 

歳月 極まりなく 

流れ また 終わりなし 

 

噫々 

空 また 空 

寂 また 寂 

こころなり いのちなり 

 

今 

至心に合掌し 

涙しつヽ 

生命ありし日の御名を 

書きとどめ 

真心をこめて 

供養し 奉ります 

 

 

今ここに 三十三回忌を迎えるにあたり 

犠牲者の鎮魂慰霊のため 永遠の平和を 

祈願し  佐世保市民のまごころを寄せ 

合ってこの塔を建立した 

昭和五十二年六月二十九日 

佐世保空襲犠牲者遺族会 

佐世保空襲を語り継ぐ会 

 

その後の調査により 

死者は一二二六名まで判明している 

二〇〇六年  
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長 崎 県 

佐世保空襲死没者追悼式 

佐世保市 追悼式
 2 

※写真提供 佐世保市

 75

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

佐世保空襲死没者追悼式 

佐世保市民会館 

長崎県佐世保市花園町１０－１９ 

（ＪＲ佐世保駅より 佐世保市営バス「市民会館前」下車 徒歩１分） 

平成２５年６月２９日（土） ※例年６月２９日開催 

１５０人 

佐世保市 市民生活部 市民生活課 ０９５６－２４－１１１１（代表） 

式 次 第

追悼のことば

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

 暑い夏の訪れを前にして、本日、平成二十五年度 佐世保空襲死没者追悼式を執り行うにあた

り、過ぎし日の惨禍に想いを致しながら、謹んで主催者として追悼のことばを捧げます。 

昭和二十年のこの日、間近に迫った終戦を知る由もなく、爆撃機の襲来に逃げ惑いながら、尊い

命を落とされた千二百二十九名の御霊のご無念を思いますとき、また、最愛のご家族を失ったご

遺族の皆さまのご心情を考えますとき、尽きることのない哀悼の念を禁じ得ないのでございま

す。 

 あの忌まわしい空襲から今年で六十八年の歳月が流れました。 

 私どもは昭和二十年をひとつの区切りとし、焼け野原となったあの日から平和国家建設への一

歩を歩み始めました。そして、国民一人ひとりの努力により、奇跡的な復興を遂げ、今では経済

的な繁栄とともに国民誰しもが平和を享受できる社会を築きあげて参りました。 

 私たちのふるさと佐世保市もまた、復興を願う多くの市民の皆さまの力強い想いとご協力によ

り、県北の拠点都市として、産業に観光にと発展を続けております。 

特に本年は、第６次佐世保市総合計画の後期基本計画がスタートいたしました。市民が中心のま

ちづくりをより一層進めていくと同時に、この平和で幸せな時代が永遠に続き、市民誰しもが誇

りを持つことのできるふるさとづくりを目指して、邁進して参る所存でございます。 

 しかしながら、今日の私たちの生活を顧みますとき、決して忘れてはならないことがございま

す。それは、空襲犠牲者の方々をはじめ、戦争により亡くなられた多くの方々、そして戦後の苦

難に満ちた時代を必死になって生き抜いてこられた、ご遺族の方々の存在が、今日の平和で安定

した社会の礎になっているということでございます。 

私たちは、御霊のご遺徳をお偲びするとともに、戦争という悲しみの歴史を再び繰り返さないと

いう固い決意をここに新たにいたします。 

そして、この平和で幸せな時代を未来へ継承し、市民誰しもが元気で誇りを持つことのできるふ

るさとづくりを目指して、全力を尽くすことをお誓いいたします。 

 終わりに、御霊の安らかならんことをお祈りし、ご遺族、ご参列の皆様方とともに、衷心より

哀悼の意を表し、平成二十五年度佐世保空襲死没者追悼式にあたりましての、追悼の言葉といた

します。 

 

平成２５年６月２９日 

佐世保市長 朝長 則男 

 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

黙 と う

開 式

主催者追悼のことば

来 賓 追 悼 の こ と ば

遺族代表追悼のことば

献 花

児 童 千 羽 鶴 献 呈

生 徒 作 文 発 表

遺 族 代 表 あ い さ つ

閉 会

 
（平成２５年度） 

 

 

…

…

…

 

…

…

…

 

 

佐世保市長 
佐世保市議会議長 
遺族代表 
 

小学校児童代表 

中学校生徒代表 

佐世保空襲犠牲者遺族会会長 
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長 崎 県 

島原市戦没者追悼式 

島原市 追悼式
 3 

※写真提供 島原市
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

島原市戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

島原文化会館 

長崎県島原市城内１－１１７７－２ 

（島原鉄道 島原駅 徒歩７分） 

平成２５年１０月４日（金） ※例年１０月上旬開催 

３２０人 

島原市戦没者慰霊奉賛会事務局（島原市福祉保健部内） ０９５７－６２－８０２５ 

式 次 第

追悼の辞

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日、多数のご遺族、ご来賓のご列席を賜り、島原市戦没者追悼式を挙行するにあたり、戦没

者各位の御霊に対し、謹んで哀悼の誠を捧げます。 

先の大戦から、六十有余年の歳月が過ぎ去りました。 

顧みますと、ご英霊の皆様方は、し烈を極めたあの大戦において、純粋な祖国愛に燃え、愛し

い家族の無事を念じつつ戦場に散り、戦火に倒れ、或いは、戦後、帰国を待ち望みながら、遠い

異郷の地で亡くなられました。 

尊い命は永遠に還ることはなく、今、改めて、過ぎし大戦の苦難に満ちた往時を偲び、戦没さ

れた皆様方に思いをはせ、残されたご遺族の深い悲しみを思いますとき、悲痛な思いが迫ってま

いります。 

ここに、心からご冥福をお祈りいたします。 

また、戦後、混迷する社会の中、残されたご遺族の皆様方が歩んでこられた道のりは、長く苦

しい年月であり、あらゆる苦難に耐えながら懸命に働き、家業に精励し、お子様を育てられまし

た。そのご努力に対し、心から敬意を表するものでございます。 

ご英霊皆様方が案じられた我が国は、焦土の中から立ち上がり、世界有数の平和国家として、

繁栄を遂げて参りました。 

今日の平和と繁栄は、皆様方の尊い礎の上に築かれたものであることを、決して忘れることは

できません。 

しかし、この地球上では、今なお相次ぐ紛争や核の脅威が、世界の人々の平和を揺るがしてお

ります。 

戦争を知らない世代が社会の中心となり、あの悲惨な戦争体験が人々の心から遠くなっていく

今日、過去を振り返り、幾多の尊い犠牲がありましたことを語り継ぎ、再び戦争の惨禍を繰り返

すことのないよう恒久平和を確立することが、私どもの役目であり、犠牲となられた皆様方の御

霊を鎮めることと確信しているところであります。 

私どもは、心新たに、全市民の幸せを願い、あなた方が残された尊いご教訓をもとに、祖国の

平和と我が郷土島原市のなお一層の繁栄に向けて、邁進してまいりますことを、堅くお誓い申し

上げるものでございます。 

ここに、戦没者各位のご冥福を心からお祈り申し上げ、在天の光となって郷土島原市の発展に

ご加護賜らんことを念じますとともに、ご遺族皆様方のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げ

まして、追悼のことばといたします。 

 

平成２５年１０月４日 

島原市戦没者慰霊奉賛会 

会長 古川 隆三郎 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

開 式 の 辞

国 歌 斉 唱

主 催 者 追 悼 の 辞

鎮 魂 曲 演 奏

遺族代表  献花・献水

黙  祷

（平成２５年度） 

7.

8.

9.

10.

11.

12.

来 賓 者 追 悼 の 辞

追 悼 電 報 披 露

来賓・奉賛会役員献花

献  詠

遺 族 謝 辞

閉 式 の 辞
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長 崎 県 

殉国者慰霊塔 
島原市 追悼施設

４ 
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

温泉熊野神社 

長崎県島原市杉山町５０９ 

（ＪＲ島原駅より 島原鉄道バス「熊野神社前」下車 徒歩２分） 

遺族会等 有志 

昭和３９年４月 

温泉熊野神社 ０９５７－６４－６５１１ 

※一般戦災死没者を含む 

碑 文

【表】 

 

 

殉国者慰霊塔 

 

 

 

【右】 

 

 

昭和三十九年四月吉日 

説 明 文

慰霊塔建設概要 

 

この慰霊塔は元宇土に建てられていた招魂社を

復興再建したもので殉国の英霊に対する追慕の

念と理解により わが地区民殊に杉谷出身者各位

の協力と善意とがこの崇髙なる姿となって実現

したのである 

 

総工費  七拾万円 

施工者  株式会社長崎土建工業所 

竣 工  昭和三十九年三月 

（個人名） 
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長 崎 県 

無縁者之墓 
東彼杵郡 川棚町 追悼施設

５ 

 81

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

尾山共同墓地 

長崎県東彼杵郡川棚町白石郷字尾山北平１１１－２ 

（ＪＲ川棚駅より 西肥バス「川棚高校前」下車 徒歩５分） 

川棚町 

昭和６１年３月 

東彼杵郡 川棚町 ０９５６－８２－３１３１（代表） 

碑 文

【表】 

 

 

無縁者之墓 

 

 

 

 

【裏】 

 

 

昭和六十一年三月吉日建之川棚町 

 

 

経 緯

昭和２０年７月３１日１０時過ぎ、米軍飛行機Ｂ２４型７機の空襲で爆弾約１０発

が爆発し、付近の多数が重軽傷、６９名が死亡した。そのうち、戦時慰問で来町中の

朝鮮人劇団員のうち７名が死亡した。後で見付かった同劇団員２名の遺骨は白石郷尾

山の共同墓地に埋葬した。その後、長崎原爆死亡者のうち身元不明者１１名の遺骨も

共同墓地に埋葬した。 

 

その４０年後、町による墓地の整備事業で、「無縁者之墓」（納骨堂）が昭和６０年

１２月着工～翌６１年３月竣工し、納骨された。 

 

 なお、この「無縁者之墓」（納骨堂）には川棚空襲で死亡した身元不明者だけでは

なく、その他の遺骨も合葬してある。 

 

また、この墓碑（納骨堂）の西隣に「原爆殉難者慰霊碑」が平成３年３月建立され

た。 

 

出典：喜々津健寿著「川棚歴史散歩」（芸文堂）をもとに構成 

  ※一部記述の誤りを訂正 
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熊 本 県
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熊 本 県 

熊本平和祈念之碑 
熊本市 中央区 追悼施設

1 

 85

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

白川右岸緑地 

熊本県熊本市中央区水道町５００－３ 

（ＪＲ熊本駅より 熊本市電「水道町」電停 徒歩５分） 

ライオンズクラブ国際協会 

昭和５５年４月２７日 

熊本菊南ライオンズクラブ ０９６－２７３－６５２５ 

碑 文

【表】 

 

熊本市は昭和十九年十一月二十一日以来数回の空襲を受けた   なかでも昭和 

二十年七月一日夜から二日未明にかけての Ｂ２９による焼夷弾攻撃 八月十日 

等の空襲のため 水前寺 大江 本荘 春竹 本山 蓮台寺 八島方面 新市街 

下通 水道町 安巳橋 千反畑 草葉町 坪井 黒髪町方面等 市内の約三分の 

一が消失 この間の罹災官公庁学校は 県庁 県会議事堂 県立図書館 財務局 

税務署 専売局煙草工場 熊本郵便局 熊本幼稚園 白川 黒髪 壺川 池田 

本荘 日吉 熊本の各国民学校 済々黌 熊本中学 市立 大江 家政高女 熊 

本工業 市立商工 薬専 熊本医大等 罹災家屋約一万一千戸 罹災者数四万三 

千人 死者４６９人 負傷者５５２人という筆舌につくせぬ悲惨な被害を受けた 

世界の平和と全人類の幸福に奉仕することを目的とするライオンズクラブは 

ライオンズクラブ国際協力国際児童年間に当り その概要を記し 被害者の霊を 

弔い 再び戦争をくりかえさぬよう祈念するため この碑を建立するものである 

１９８０年４月２７日    ライオンズ国際協会３３７－Ｄ地区年次大会 

【裏】 

 

熊本平和祈念之碑 

 

碑 文 

ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 国 際 協 会

３３７－Ｄ地区ガバナー 村上望城

 

ホストクラブ 

熊 本 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ

熊 本 中 央 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ

熊 本 第 一 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ

熊 本 マ グ ナ ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ

熊本キャッスルライオンズクラブ

熊本りんどうライオンズクラブ

熊 本 火 の 国 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ
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熊 本 県 

熊本平和祈念碑慰霊祭 

熊本市 中央区 追悼式
 2 
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

熊本平和祈念碑慰霊祭 

白川右岸緑地内 熊本平和祈念之碑前 

熊本県熊本市中央区水道町５００－３ 

（ＪＲ熊本駅より 熊本市電「水道町」電停 徒歩５分） 

平成２５年７月１日（月） ※例年７月１日開催 

１００人 

熊本菊南ライオンズクラブ ０９６－２７３－６５２５ 

式 次 第

挨 拶

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日はご参集、ありがとうございます。 

７月１日の、この慰霊祭に慰霊碑建立以来、毎年欠かさずご参加の柏

田さん、国米さんには頭が下がる思いです。また、古沢先生には、体験

者として、証人として語りべとして我が郷土・熊本のＢ２９による空襲

のすさまじき光景をお話しいただいております。 

 ７月１日と８月１０日のＢ－２９、３６４機による空爆によって、熊

本市街地の１／３が焦土化し、被災家屋は１万戸、死者は４６９人、被

災者４万人以上と伝えられています。 

 大惨事から６８年目を迎える今、日本を取り巻く内外環境は、中では

憲法９条改正の声が堂々とまかり通る世相となり、外では中国の軍備増

強など戦前の形相と似たような情勢になりつつあるように思います。 

 歴史は繰り返されるのであろうか・・・ 

 いいえ、絶対に繰り返してはならない。だから、今こそ戦争のむごた

らしさを経験された方々の実体験に耳を傾け追体験者となって、自分の

子ども、孫に悲劇を繰り返さないために、語り伝えるべきであろうと思

います。 

熊本菊南ライオンズクラブ 

会長 辻 重男 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

開会のことば

黙 祷

挨 拶

慰霊のことば

献 花

閉式のことば

（平成２５年度） 

…

 
…

…

…

…

熊本菊南ライオンズクラブ幹事 

 

熊本菊南ライオンズクラブ会長 

平和憲法を生かす会 会員・元教諭 

肥後熊友ライオンズクラブ 

熊本菊南ライオンズクラブ幹事 
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熊 本 県 

慰霊塔 
荒尾市 追悼施設

3 

 89

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

四ツ山公園 

熊本県荒尾市大島字笹原９１０－２ 

（ＪＲ荒尾駅 徒歩２０分） 

荒尾市長 古閑幹士 

昭和３８年９月２９日 

荒尾市 福祉部 福祉課 ０９６８－６３－１４０６（直通） 

碑 文

【表】 

 

 

慰霊塔 

 

説 明 文

慰霊塔建設記念碑 

 

古来 平和の為の戰いと呼号し 幾 

多の民衆の血を流した戰争の歴史は所 

詮は 征服と屈従のあさましき人間の 

生きる姿ではなかつたか。国の上に国 

なく人の上に人なく 支配と隷従に関 

りなき卋こそ 人間の求むる真実であ 

る 日本は過去一卋紀に四たび戰い 

卋界第二次大戰に敗れたが この長い 

苛烈な戰いの後には卋界に四十数国の 

獨立と民族の解放を齎らした それは 

私達の指向する人の卋の姿への前進と 

言へる 過ぎし悲惨な戰いの犠牲は思 

い起すだに泪を誘うも後卋に残した功 

は高い ここに荒尾市約二千柱の戰没 

者の御霊を祀る 

昭和三十八年九月二十九日

荒尾市長 古閑幹士 
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熊 本 県 

荒尾市戦没者追悼式 

荒尾市 追悼式
 4 

※写真提供 荒尾市
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

荒尾市戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

荒尾総合文化センター 

熊本県荒尾市荒尾４１８６－１９ 

（ＪＲ荒尾駅より 産交バス「文化センター前」下車 徒歩１分） 

平成２５年１０月２４日（木） ※例年１０月第４木曜日開催 

１５０人 

荒尾市 保健福祉部 福祉課 総務係 ０９６８－６３－１４０６（直通） 

式 次 第（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日ここに、戦没者、戦傷病者、並びに戦災死没者の御遺族をはじめ、

多数の御来賓の皆様をお迎えして、平成二十五年度荒尾市戦没者追悼式を

執り行うに当たりまして、戦没者の御霊に謹んで哀悼のことばを申し上げ

ます。 

 先の大戦が終結してから、六十八年の歳月が過ぎ去りました。 

 あの苛烈を極めた戦いの中で、三百万余の方々が祖国の安泰と家族の無

事を案じつつ、戦場に倒れ、戦火に遭われ、あるいは戦後、遠い異郷の地

において亡くなられました。 

 戦没者の方々の無念を思うとき、今なお悲痛の思いがこみ上げてまいり

ます。 

 また、最愛の肉親を失った悲しみに耐え、苦痛を乗り越えてこられたご

遺族に、深く敬意を表します。 

 戦後、私たちはこの悲惨な戦争を二度と繰り返さないとの固い決意の

下、国民のたゆまぬ努力により、平和で豊かな社会へと発展を遂げてまい

りました。 

 今日の繁栄と平和が、戦争によって心ならずも命を落とされた方々の尊

い犠牲と、かけがえのない肉親を亡くされたご遺族の皆様の大変なご苦労

の上に築かれていることを、ひとときも忘れてはなりません。そして、過

去の悲惨な戦争の教訓を風化させることなく、命の尊さ、平和の大切さを

次の世代に語り継いでいかなければならないと思っております。 

 私たちは、今後、近隣諸国はもとより、世界中の国々との友好関係を一

層発展させ、国際社会の一員として、世界の恒久平和を確立し、人々が心

豊かに暮らせる社会の実現に向けて全力を尽くして参ります。 

 ここに、戦没者の方々の御霊の安らかならんことを、そして御遺族の皆

様の今後の御平安と御健勝を、心からお祈り申し上げまして、式辞といた

します。 

 

平成２５年１０月２４日 

荒尾市長 前畑 淳治 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

開式のことば

国 家 斉 唱

祭 主 式 辞

黙 祷

追悼のことば

追 悼 電 披 露

献 花

一 同 拝 礼

閉式のことば

…

 

…

 

…

 

 

 

…

荒尾市副市長 

 

荒尾市長 

 

荒尾市遺族連合会会長、熊本県知事、荒尾市議会議長 

 

 

 

荒尾市保健福祉部長 

式 辞（平成２５年度） 
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熊 本 県 

水俣市戦没者追悼式 

水俣市 追悼式
 5 

※写真提供 水俣市
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

水俣市戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

水俣市総合もやい直しセンター「もやい館」 

熊本県水俣市牧ノ内３－１ 

（肥薩おれんじ鉄道 水俣駅 徒歩２０分） 

平成２５年１０月４日（金） ※例年１０月中旬開催 

約２２０人 

水俣市 福祉環境部 福祉課 生活支援室 ０９６６－６１－１６４０（直通） 

式 次 第

式 辞

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日、ここに、戦没者の方々の御霊の御前で、御遺族をはじめ御来賓、市民の皆

様の御臨席を賜り、平成２５年度水俣市戦没者追悼式を挙行するにあたり、謹んで

哀悼の誠を捧げます。 

 終戦から６８年の歳月が過ぎ去りました。戦後、我が国は焦土の中から立ち上が

り、たゆまぬ努力を積み重ねて、平和で豊かな社会を築き上げてまいりました。 

 いま、私たちが当たり前のように享受している平和と繁栄は、身命を捧げ歴史の

礎となられた幾多の重く尊い犠牲の上に成り立っていることを、改めて心に深く刻

んでまいらなければなりません。私たちすべての世代の人々が、悲しみの歴史を繰

り返さないとの決意を新たにするとともに、戦没者の方々が、かけがえのない命を

もって示された戦争の悲惨さと平和の尊さを風化させることなく、しっかりと語り

継ぎ、国際社会に向け発信していくことが、現在を生きる者としての重要な使命で

あります。 

 水俣病を経験し、命と環境の大切さを改めて確認することとなった私たちは、水

俣を命の大切さを基盤にすえた、ぬくもりのある環境モデル都市にして参りたいと

考えております。命を尊ぶまちづくりを進めていくことが、ひいては尊い犠牲とな

られた戦没者の方々のお気持ちにお応えすることであり、このことは市民としての

責務でもあると思います。 

ところで、いよいよ来週９日には、各国要人をお招きして「水銀条約外交会議」

が開催され、さらに、２７日には天皇・皇后両陛下ご臨席のもと、「第３３回全国豊

かな海づくり大会」の放流事業が開催されます。水俣の豊かな自然・環境への取り

組みを国の内外に発信する絶好の機会として、市民の皆様の参加を得て、盛り上げ

てまいりたいと考えております。本式典に参加の皆様のご理解とご協力も併せてお

願いいたします。 

 最後に、戦没者の御霊のとこしえの御冥福をお祈り申し上げますとともに、願わ

くば在天の光として、水俣の行く末を照らしてくださることを念じ、併せて御遺族

皆様方の御多幸を祈念いたしまして、追悼の式辞といたします。 

 

平成２５年１０月４日 

水俣市長 宮本 勝彬 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

開式のことば

黙  祷

式  辞

追悼のことば

回  顧

献  詠

献  花

閉式のことば

（平成２５年度） 

 

 

…

…

…

…

 

 

水俣市長 

熊本県知事、熊本県議会議員、水俣市議会議長、水俣市遺族会会長 

遺族代表 

水俣市吟友会 
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大 分 県 

ムッちゃん平和像 
大分市 追悼施設
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

平和市民公園内 ワンパク広場 

大分県大分市大字牧七歩２２ 

（ＪＲ牧駅 徒歩７分） 

平和を願う多くの人々 

昭和５８年８月１２日 

大分市 総務課 ０９７－５３７－５６０２（直通） 

碑 文

戦争に父をとられ 

横浜空襲で母、弟にはぐれ 

大分に疎開して胸を病み 

防空壕に一人暮らして 

飢え 渇き 逝った 

少女 ムッちゃん 

霊よ 安かれ 

全国の祈りの寄金で建立  

毎日新聞社 

説 明 文

この「ムッちゃん平和像」は、昭和五十二年に毎日新聞社大阪本社が企画した 

戦争体験記（終戦三十三回忌の夏）に、京都府宇治市の主婦中尾町子さんが疎 

開先の大分市で出会った少女「ムッちゃん」の思い出の手記を投稿し、それが 

記事として掲載されたことが建立のきっかけとなりました。 

横浜で両親と弟を戦災で亡くし、大分のおばさんを頼って疎開していたムッ 

ちゃん（当時十二歳）は、結核を患い飢えと孤独の苦しみの中、昭和二十年の 

終戦直後、西大分駅近くの防空壕の中でひとり寂しく死んでいったという。 

この戦争悲話は、全国的な反響を呼ぶこととなり、ムッちゃんの記念像建立 

にと各地から約六百五十万円の寄付金が寄せられ、その平和を願う多くの浄財 

により、昭和五十八年八月十二日、ここ平和市民公園ワンパク広場に「ムッちゃ 

ん平和像」（村上炳人）が建立除幕されました。 

二度と戦争による悲惨な惨禍を繰り返さないためにも、この平和像建立を機 

に平和への誓いを新たにするとともに、平和像が恒久平和のシンボルとして皆 

様に愛され、そして平和の輪がさらに広がることを願っております。 

大分市 

 

戦禍繰り返さずと 

一粒の善意に相集いしもの 

四海に及び 此処に万筆開く 

その誠意に応え平和の願いを込め 

謹しみて造像す 

制作者  村上炳人 

昭和五十八年八月十二日 

可憐な少女が 

父母の愛をうけることなく 

防空壕の中で逝った 

ムッちゃんの像に 

私達市民は 

平和を愛し 子供達が 

健やかに育つ大分 

平和よ永遠なれと此の地に誓う 

大分市長 佐藤益美

昭和五十八年八月十二日

【裏】 
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大 分 県 

ムッちゃん平和祭 

大分市 追悼式
 2 

※写真提供 大分市

 99

 

 
開催概要

歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

ムッちゃん平和祭 

ホルトホール大分(式典)     平和市民公園内 ワンパク広場(夕べ)  

大分県大分市金池南１－５－１  大分県大分市大字牧七歩２２ 

（ＪＲ大分駅 徒歩２分）    （ＪＲ牧駅 徒歩７分） 

平成２５年８月６日（火） ※例年８月上旬開催 

約１,０００人 

ムッちゃん平和祭実行委員会事務局(大分市 総務課内)  ０９７－５３７－５６０２ 

式 次 第（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

第３０回ムッちゃん平和祭並びに第３８回憲法記念講演会の開催にあたり、ひと言ご挨拶を申

し上げます。 

本日は大変お忙しい中、板倉永紀市議会議長をはじめ、市議会議員の皆様、各界各層の代表者

の皆様、そして多くの市民の皆様のご出席をいただき、盛大に開催できますことに対しまして、

主催者の一人として厚くお礼申し上げます。 

 ご案内のとおり、昭和５８年８月に「ムッちゃん平和像」が建立され、これを機に始まったこ

の平和祭も、今年で３０回目を迎えることになりました。 

 現在では、「ムッちゃん平和像」は平和を愛するシンボルとして広く市民の皆様に浸透すると

ともに、「ムッちゃん平和祭」は本市の平和事業の中核として、全国的にも非常に高く評価され

ております。 

 これもひとえに平和祭実行委員会をはじめとする関係者の皆様のご尽力と市民の皆様のご理

解、ご協力の賜と心から感謝申し上げます。 

  さて、今回のムッちゃん平和祭は、会場を先月２０日にオープンしたばかりの、ここ「ホル

トホール大分」に移しての開催であります。 

 本市も一昨年、市政施行１００周年を迎え、次の１００年に向け新しいスタートを切ったとこ

ろであり、その象徴となるこの「ホルトホール大分」の完成と、ムッちゃん平和祭の３０周年と

いう節目が重なり、記念となる平和祭が本日ここに開催出来ますことは、大変喜ばしく感じると

同時に、１００年後の平和な大分市に思いを馳せているところでございます。 

また、引き続き行われます「憲法記念講演会」は、毎年、各界から幅広く講師をお招きし、基

本的人権の尊重や恒久平和などを基本理念とする日本国憲法の意義について、また、生命の大切

さについて、より身近に考えていただく機会となるよう開催してきたものでございます。 

今回は、ムッちゃん平和祭３０周年記念講演会との共催で、長崎市より長崎平和推進協会継承

部の山脇佳朗さんをお招きし、「わたしの被爆体験」と題しご講演をしていただきます。 

長崎での原爆を実際に体験された山脇さんのお話をお聞きすることは、私達にとって貴重な経

験となるとともに、平和の大切さについて改めて考える機会となるものと思います。 

どうぞ、最後までご静聴をお願いいたします。 

 おわりに、本事業の開催にご尽力くださいました、角山委員長をはじめとする実行委員会の皆

様と、本事業の主旨をご理解いただいた市民並びに全国の皆様に心から感謝を申し上げるととも

に平和の輪がさらに大きく広がることを祈念いたしまして、私のあいさつといたします。 

            

平成２５年８月６日 

大分市長 釘宮 磐 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

記 念 演 奏 会

開 式

ムッちゃんの歌合唱

主 催 者 挨 拶

来 賓 祝 辞

 

挨 拶（平成２５年度） 

大分市立城東中学校吹奏楽部) 

 

大分市少年少女合唱団) 

大分市長、ムッちゃん平和祭実行委員長 

大分市議会議長 

※同日夜、ワンパク広場にて「ムッちゃん平和祭夕べ」を開催 

…

 

…

…

…
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大 分 県 

平和の礎 
大分市 追悼施設

3 

 101

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

霜凝神社 

大分県大分市大字下郡北２－８－１１ 

（ＪＲ牧駅 徒歩２０分） 

野崎直 

平成７年１２月 

不明 

碑 文

【台座左側面】 

 

北下郡戦没者 

（故人名） 

 

 

 

【台座裏面】 

 

建設委員 

北下郡町内会長 （個人名） 

 

南下郡町内会長 （個人名） 

 

下郡郡 宮総代 （個人名） 

 

南下郡 宮総代 （個人名） 

 

北下郡遺族会 

世話人  （個人名） 

 

南下郡遺族会 

世話人  （個人名） 

 

霜凝神社  

宮司   （個人名） 

【表】 

 

平和の礎 

 

 

 

【裏】 

 

この碑は大分市北下郡四組 野崎直氏（七十八才） 

によって建立されたものである 

平成七年十二月吉日建之 

 

 

 

【台座表】 

 

碑 文 

 

わが国は 昭和六年満州事変に始まり日支事変 そして

昭和十六年十二月八日には太平洋戦争へと突入した 戦争

は次第に激化し下郡地区からも百五十余名の若者が当霜凝

神社から 皆に送られて戦場へと赴いた 

 当時下郡は戸数僅か二百五十余戸 その中から五十余名

の若者が 祖国の安泰と郷土の繁栄を念じつつ貴い命を捧

げ帰らぬ人となった また米軍機の本土空襲によって下郡

地区にも爆弾・焼夷弾が投下され 無残にも直撃弾を受け

爆死した方も出る等多くの被害を受けた 誠に痛恨の極み

である 

 昭和二十年八月終戦を迎えたが 戦後五十年を経過した

今日 戦争を知らない世代の増加と 経済発展のもたらす

豊かな生活は この悲惨な戦争体験を忘却させようとして

いる 

 我々が今日享受する自由で平和な日々は これら戦没者

の貴い犠牲によることを決して忘れてはならない 

 この平和の礎となられた方々を後世に伝えることは 残

された者の責務と考える 

 戦後五十年の節目に当り犠牲者の遺徳を偲び 恒久の平

和を希求する証しとして 犠牲者の名前を刻した記念碑を

霜凝神社境内に建立することとした 

 願わくは この「平和の礎」が永遠の平和と繁栄に役立

つことを念願する次第である 
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大 分 県 

戦没学徒慰霊碑 
津久見市 追悼施設

4 

※写真提供 保戸島小学校

 103

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

津久見市立保戸島小学校・中学校体育館前 

大分県津久見市保戸島２１－２ 

（津久見港より定期船にて保戸島港 徒歩１０分） 

児童遺族会 

昭和５３年７月 

津久見市立保戸島小学校 ０９７２－８７－２００２ 

碑 文

 

【表】 

 

 

戦歿学徒慰霊碑 

 

 

 

 

【裏】 

 

 

昭和二十年七月二十五日米軍機 

爆撃に会い現地にて殉難 

昭和五十三年七月吉日

児童遺族会建之 
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大 分 県 

保戸島国民学校戦災殉難者追善法要 
津久見市 追悼式

5 

※写真提供 保戸島小学校

 105

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

保戸島国民学校戦災殉難者追善法要 

海徳寺 

大分県津久見市大字保戸島１４６５ 

（津久見港より定期船にて保戸島港 徒歩２分） 

平成２５年度７月２５日（木） ※例年７月２５日開催 

約６０人 

海徳寺 ０９７２－８７－２０４８ 

式 次 第

概 要

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

太平洋戦争末期、昭和２０年７月２５日、大分県北海部郡保戸島国民学

校に米空軍グラマン戦闘機３機が突如飛来、無心に勉学に勤む授業中の学

舎を直撃、１年生と５年生全員と他学年生数名、教師２名、教師の幼児１

名、計１２７名の尊い命が犠牲となった。 

この悲劇は、世界の戦争においてもあまり例の無い、白昼に学舎を襲う

残酷無比の無差別爆撃の殺戮であり、この惨禍は全ての生命を否定し人類

の滅亡と文明の終焉をもたらすものと強く認識する。 

今こそ、私共念仏者は宗祖法然上人の万民平等救済の教えを心にし、犠

牲者の霊前に戦争を悔い、世界の平和と人類の福祉増進を誓い、この悲劇

を決して風化させぬよう、毎年追善法要を奉修しています。 

 

海徳寺 住職 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

追 善 法 要

読 経

表 白

読 経

平和誓いの念仏

 

 

 

…

…

 

 

 

参拝者焼香 

参拝者全員 
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大 分 県 

小田三郎先生をしのぶ 
速見郡 日出町 追悼施設

6 

 107

ｓ基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

暘谷城址 

大分県速見郡日出町２６１０－１ 

（ＪＲ暘谷駅 徒歩５分） 

小田訓導顕彰碑建設委員会 

昭和４９年７月２８日 

日出町観光協会 ０９７７－７２－４２５５ 

碑 文

【表】 

 

小田三郎先生をしのぶ 

暘邨書 

【裏】 

 

建碑のことば 

 

故小田三郎先生は明治 

四十二年七月四日安岐町 

に生れる昭和四年大分県 

師範学校卒業爾来教職に 

精進し昭和十三年四月日 

出尋常高等小学校に転じ 

て七年有半歳至誠一貫教 

育に専念指導力抜群教え 

子あげて慈父と仰ぐ不幸 

にも終戦直前の昭和二十 

年七月二十八日の空爆に 

より校庭下防空壕の前で 

御殉職享年三十七才本年 

三十回忌にあたり先生の 

御遺徳を讃え御冥福を祈 

る為教え子知友と共にこ 

の碑を建てる。 

昭和四十九年七月二十八日 

小田訓導顕彰碑建設委員会 

 



 108  109

宮 崎 県



 110 

宮 崎 県 

天神山の戦災者慰霊碑 
宮崎市 追悼施設

1 

※写真提供 明るい社会づくり運動宮崎市推進協議会

 111

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

天神山公園 

宮崎県宮崎市天満町２２７－外 

（ＪＲ宮崎駅より 宮崎交通バス「大淀中前」下車 徒歩２分） 

宮崎市戦災死没者遺族会 

昭和４２年８月９日 

明るい社会づくり運動宮崎市推進協議会 ０９８５－４８－０２２０ 

碑 文

【表】 

 

永久に安らかに 

 

 

【裏】 

 

昭和十六年十二月八日  真珠湾に端を

発 し た 大 東 亜 戦 争 の そ の 末 期 は 日 本

本土も戦場と化し、日毎に敵機の来襲

を受け、一般市民にも犠牲者を出すに至った。

宮崎市に於ても戦災死を遂げた者、老

若男女合せて百余名。  

戦後二十年  残 された遺族八十余名は

今は亡き肉親の不憫を想い、昭和三十

九 年 十 二 月 廿 二 日 遺 族 会 を 結 成 し 、

浄 財 を 集 め 戦 災 死 没 者 の 冥 福 を 祈 る

と 共 に 永 久 平 和 の 願 を こ め た 慰 霊 の

碑をここに建立したるものなり。 

死没者名 

（故人名） 
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宮 崎 県 

宮崎市戦災死没者慰霊祭 

宮崎市 追悼式
 2 

※写真提供 明るい社会づくり運動宮崎市推進協議会

 113

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

宮崎市戦災死没者慰霊祭 

天神山公圏内 天神山の戦災者慰霊碑前 

宮崎県宮崎市天満町２２７－外 

（ＪＲ宮崎駅より 宮崎交通バス「大淀中前」下車 徒歩２分） 

平成２５年７月２８日（日） ※例年 7月最終日曜日開催 

約５０人 

明るい社会づくり運動宮崎市推進協議会 ０９８５－４８－０２２０ 

式 次 第（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

明るい社会づくり運動宮崎市推進協議会主催による、宮崎市戦災死没者慰

霊祭が執り行われるにあたり、謹んで慰霊のことばを申し上げます。 

 先の大戦が終わりを告げてから、今年で六十八年になります。我が国は、

終戦の混乱から立ち直り、国際社会に貢献する、熟成した平和国家となりま

した。わが宮崎市も、合併後、四十万都市となり、安心して住み続けること

のできるまちとして発展し続けています。 

しかしながら、現在、私たちが当たり前のように享受しております平和と

繁栄が、戦争により命を落とされた多くの方々の尊い犠牲の上に成り立って

いるという事実を決して忘れてはなりません。この平和と繁栄を未来永劫に

守りぬいていくためにも、この事実を風化させることなく、次の世代に語り

継いでいくことは、今を生きる私たちに課せられた重要な使命であります。 

 ともすれば、あの悲惨な戦禍の記憶が忘れられがちな現代、明るい社会

づくり運動宮崎市推進協議会におかれまして、この厳粛な慰霊祭を実施され

ますことは、誠に意義深く、主催者に対しまして、心から敬意を表すもので

ございます。 

 本日の慰霊祭の開催にあたり、二度と戦争の惨禍を繰り返さないとの決

意を新たにするとともに、戦争のない平和な世の中の実現に向け、一層の努

力をいたしますことを、固くお誓い申し上げる次第でございます。 

 ここに百十柱の御霊のご冥福をお祈り申し上げ、合わせてご遺族の皆様

方のご多幸を心から祈念いたしまして、慰霊のことばといたします。 

 

平成２５年７月２８日 

宮崎市長 戸敷 正 

 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

開 式 の こ と ば

奉 献 の 儀

神 事

献 花

主催者代表挨拶

慰 霊 の こ と ば

お 礼 の こ と ば

閉 式 の こ と ば

…

…

…

…

…

…

…

…

副会長 仲原義之 
立正佼成会少年部 
祭主宮崎天満宮宮司 中原捷博様 
前本和男 明るい社会づくり運動宮崎市推進協議会会長、来賓、遺族、一般参列者 
主催者代表 前本和男 
来賓代表 戸敷正 
遺族会代表 山下均 

副会長 松元道文 

慰霊のことば（平成２５年度） 
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宮 崎 県 

都城空襲犠牲者追悼碑 
都城市 追悼施設

3 

※写真提供 都城市

 115

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

神柱公園内 忠霊塔広場 

宮崎県都城市小松原町１１４６－１６ 

（ＪＲ都城駅 徒歩１０分） 

都城空襲犠牲者遺族会 

平成１１年８月５日 

都城空襲犠牲者遺族会 ０９８６－３８－２５００ 

碑 文

【表】 

 

都城空襲犠牲者 

追悼碑 

 

 

 

 

【裏】 

 

（故人名） 

 

碑文 

 

 第二次世界大戦の末期、米軍は沖縄本島へ 

の上陸に先立ち、南九州全域の軍事施設を攻 

撃した。都城は昭和二十年三月十八日早朝初 

めて空爆され、以降終戦まで二十回余の無差 

別爆撃によって、街は廃墟と化し多くの尊い 

人命が奪われた。街は戦後いち早く復興した 

が、空襲犠牲者については半世紀余も放置さ 

れてきた。戦後五十年の行事を通し「空襲犠 

牲者の掌握なしに、都城の戦後は終わらない」 

と、調査がはじまった。治安維持法犠牲者国 

家賠償要求同盟県南支部と都城市の積極的な 

とりくみによって、四十四名の子供をふくむ 

八十八名の犠牲者が判明した。 

 ここに、心から犠牲者を悼むとともに、恒 

久平和を誓い、追悼碑を建立する。 

平成十一年八月五日 

 

都城空襲犠牲者遺族会 
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宮 崎 県 

都城空襲犠牲者追悼会 

都城市 追悼式
 4 

※写真提供 都城市

 117

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

都城空襲犠牲者追悼会 

神柱公園内 忠霊塔広場 

宮崎県都城市小松原町１１４６－１６ 

（ＪＲ都城駅 徒歩１０分） 

平成２５年８月５日（月） ※例年８月５日開催 

約７０人 

都城空襲犠牲者遺族会 ０９８６－３８－２５００ 

式 次 第

挨 拶

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

都城空襲犠牲者遺族会を代表致しまして、一言お礼のご挨拶を申し上げます。 

都城市当局を始め、市民の皆様のご協力により建立して頂いた空襲犠牲追悼碑の前で、第十五回

目の追悼会を開催する事が出来ます事をあらためて感謝するものであります。 

本日は、来賓として池田都城市長様、楡田市議会議長様、酒匂教育長様のご出席を頂いておりま

す。ご多忙の中、心から御礼申し上げます。 

又、遺族の皆様も遠方から福岡県、鹿児島県、宮崎市、小林市、各遠方からの御出席を頂き、誠

に御苦労さまでございます。 

日本は昭和十六年、十二月八日、アメリカ国との間に太平洋戦争がはじまり、昭和二十年八月十

五日、終戦まで三年八カ月の大戦の結果、日本は沖縄を始め、国内各地空襲を受けて、想像を絶す

る多大な被害を受けて敗戦国となりました。 

Ｂ２９大型爆撃機から昭和二十年、八月六日に広島に原子爆弾が投下された同じ日に、都城市内

もグラマン戦闘機、他中型爆撃機から大空襲を受けて市内は廃墟となり多くの人たちが犠牲になり

ました。 

小学四年生だった私はあの時の空襲の恐ろしかった事は生涯忘れる事はできません。 

終戦から六十八年目の夏を迎えた日本は今、大変平和な国になりました。しかし今も世界の各地

で争いごとが続いております。 

あの悲惨な戦争は二度とおこしてはならない、平和な日が続く事を祈ります。 

本日の追悼式に都城市立西小学校の築山教頭先生の引率の元で、戦争を知らない若い世代の六年

生、十二名が出会していただき、平和であることの喜び等について作文を朗読して頂くことになっ

ております。 

六年生の皆さんよろしくお願い致します。 

戦後六十八年経過してお互いに高齢になりました。どうか遺族の皆様方も健康に留意され、いつ

までもお元気であります様、ご祈念申し上げます。 

市当局福祉課の皆様には追悼会の設営等に大変お世話になり誠に有難うございます。 

最後に犠牲者のご冥福をお祈り致しまして、挨拶にかえさせて頂きます。 

 

平成２５年８月５日 

都城空襲犠牲者遺族会 

遺族代表 地頭所 栄八 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

開 会 の こ と ば

犠牲者名・碑文朗読

黙 祷

神 事

玉 串 奉 典

遺 族 会 代 表 挨 拶

来 賓 あ い さ つ

来 賓 あ い さ つ

作 文 朗 読 ・ 合 唱

閉 会 の こ と ば

記 念 写 真 撮 影

（平成２５年度） 

 

 

 

 

 

…

…

…

…

…

 

 

 

 

 

都城空襲犠牲者遺族会代表世話人 

都城市長 

都城市議会議長 

市内小学校児童 

都城空襲犠牲者遺族会相談役 
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宮 崎 県 

都城市戦没者・空襲犠牲者合同追悼式 

都城市 追悼式
 5 

※写真提供 都城市

 119

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

都城市戦没者・空襲犠牲者合同追悼式 

都城市総合文化ホール 大ホール 

宮崎県都城市北原町１１０６－１００ 

（ＪＲ都城駅 徒歩３分） 

平成２５年８月６日（火） ※例年８月６日開催 

約７４０人 

都城市 福祉部福祉課 地域福祉担当 ０９８６－２３－２９８０（直通） 

式 次 第

追悼の辞

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

 本日ここに、御遺族や御来賓の皆様の御参列をたまわり、本市の戦没者、殉職者７，

２３２柱ならびに戦災死没者１０１柱の合同追悼式を挙行するにあたり、謹んで哀悼の

誠を捧げ、心からご冥福をお祈り申し上げます。 
顧みますと、昭和２０年の終戦から６８年の歳月が流れ、また、本日、８月６日は、本

市が大空襲を受け、市街地の大半が焦土と化した悲惨な歴史を刻んだ日でもあります。 
御遺族の皆様の深い悲しみは、決して消えることはなく、その心情を拝察いたしますと

き、お慰めのことばもございません。 
私たちが今日、享受している平和と繁栄は、明治以降の幾多の国難に際し、国内外にお

いて散華され、また、公共の安寧のために殉職されました英霊諸氏の尊い犠牲の上に築

かれたものであります。  
私情を顧みず、ひたすら祖国の隆盛と国民の安泰を念じつつ、大義に生きられたその崇

高なる御意志に、深い感銘を覚えます。 
また、かけがえのない肉親を亡くされ、多くの苦難に立ち向かい、家族を守り、今日ま

で歩んでこられた御遺族皆様方の努力の賜物であります。その御労苦に対し、衷心より

敬意を表する次第であります。 
本日は、西小学校の児童代表の皆様も参列してくれておりますが、今のこの時代は、国

民の大半が戦争の悲劇を知らずに育った世代であります。 
未来永劫、悲しみの歴史を繰り返すことのないよう、過去を謙虚に振り返り、悲惨な戦

争の教訓を風化させることなく、平和への不断の努力を続けてまいりますことをここに

お誓い申し上げます。   
結びに、戦没者、空襲犠牲者各位の御霊が、永遠に安らかでありますこと、そして、今

後とも、わが郷土、都城の繁栄と平安を見守りくださることを願い、併せて御遺族をは

じめ、御参列の皆様方の御健勝と、御多幸を祈念申し上げ、追悼のことばといたします。 
 

平成２５年８月６日 
都城市長 池田 宜永 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

開 式

黙 と う

追 悼 の 辞

追 悼 の 辞

献 花

千 羽 鶴 献 納

来 賓 あ い さ つ

遺 族 代 表 あ い さ つ

次世代につながる言葉

閉 式

（平成２５年度） 

 

 

…

…

 

…

…

…

…

 

 

主催者：市長 

来賓：県知事 

 

都城市立西小学校 児童代表 

市議会議長、衆議院議員、参議院議員 

都城市遺族連合会会長 

「平和へのメッセージ」（都城市立西小学校児童） 



 120 

宮 崎 県 

延岡市戦没者合同慰霊祭 

延岡市 追悼式
 6 

※写真提供 延岡市
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

延岡市戦没者合同慰霊祭  ※一般戦災死没者を含む 

延岡市公会堂 野口記念館 

宮崎県延岡市東本小路１１９－１ 

（ＪＲ延岡駅より 宮崎交通バス「九電前」下車 徒歩１５分） 

平成２５年４月５日（金） ※例年４月５日開催 

３００人 

延岡市 総務部 総務課 ０９８２－２２－７００６（直通） 

式 次 第

追悼のことば

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

 本日ここに、御遺族並びに御来賓の皆様多数ご出席のもと、延岡市戦没者合同慰霊祭を執り行うに

あたりまして、戦没者の方々の御霊に対し、謹んで追悼のことばを捧げます。 

 時の流れは早く、数多くの尊い命が失われた先の大戦から、67年の歳月が過ぎ去りました。苛烈を

極めました戦闘の中で、愛する家族を案じつつ戦場に倒れた方々、激しい空襲によって命を落とされ

た方々、そして戦後、遠く離れた異郷の地で無念にも最期を遂げられた方々に思いを馳せるとき、今

なお悲痛の思いが胸に込み上げてまいります。 

 ここにあらためて戦争による犠牲者の方々のご冥福を、心からお祈り申し上げます。 

また、ご遺族の皆様方におかれましては、最愛の肉親を失い、癒されることのない深い悲しみを背負

いながら、数々の苦難を乗り越えてこられました。皆様のそのご労苦に対しまして、深甚なる敬意を

表する次第でございます。 

さて、私たちの郷土延岡も、今年、市制施行80周年という節目の年を迎えました。また、本市にと

りまして、今がまさしく高速道路時代における地域間競争を勝ち抜くための正念場であります。 

この八十周年を本市のさらなる発展への契機とし、これからも、高速道路時代における新しい延岡

づくりに、市民の皆様とともに全力を挙げて取り組んでまいりたいと考えております。 

終戦から67年が経過した今、我が国では戦後生まれの世代が多くを占めることとなり、先人たちが

築き上げた繁栄を甘受する中で戦争の記憶の風化が懸念されており、また、世界の各地では、今なお

戦争により多くの人々が犠牲者となり、肉親や祖国を失うという惨劇が繰り返されております。 

延岡市に暮らす私たちは、このような状況の中、散華された方々の思いを深く心に刻み、二度と戦

争の惨禍を繰り返すことのないよう平和への誓いを新たにいたすところでございます。 

 むすびに、戦没者の方々の御霊が、とこしえに安らかならんことをお祈り申し上げますとともに、

御遺族の皆様の御健勝と御多幸を祈念申し上げて、追悼のことばといたします。 

 

平成２５年４月５日 

延岡市戦没者合同慰霊祭奉賛会 

会長 首藤 正治 

1. 

2. 

3. 

4. 

 

5. 

6. 

7. 

開式のことば

国 歌 斉 唱

黙 祷

追悼のことば

 

献  花

献  奏

閉式のことば

（平成２５年度） 

 

 

 

…

 

 

 

延岡市戦没者合同慰霊祭奉賛会会長（延岡市長）、 

延岡市議会議長、延岡市遺族連合会会長、宮崎県知事（代理） 
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宮 崎 県 

太平洋戦争延岡空襲殉難碑 
延岡市 追悼施設
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

今山公園内 弘法大師像前 

宮崎県延岡市山下町２－３９９８ 

（ＪＲ延岡駅 徒歩１５分） 

延岡空襲殉難碑建立委員会 

昭和５３年６月２９日 

今山大師 ０９８２－３２－５２９０ 

碑 文

【表】 

 

太平洋戦争 

延岡空襲殉難碑 

 

 

 

【裏】 

 

昭 和 十 六 年 十 二 月 八 日 勃 発 し た 太 平 洋 戦 争 は わ が 軍 の  真 珠 湾 

奇 襲 作 戦 に よ り  前 半 に は 勝 利 を お さ め た が  米 軍 の 物 量 と 科 学 戦 

による攻撃で逆転  昭和二十年八月十五日遂にわが国の敗戦に終った 

こ の 間 本 土 へ の 空 襲 は 激 化 し 軍 需 工 場 群 を 擁 し た 延 岡 市 に 於 い て も 

二 十 年 三 月 四 日 か ら 終 戦 前 日 ま で 十 数 回 の 空 襲 を う け  と く に 

二十年六月二十九日午前一時十五分から三時間にわたるＢ２９爆撃機 

四 十 余 機 に よ る 油 脂 焼 夷 弾 攻 撃 は 投 下 約 五 十 万 発  市 中 心 部 は 

一 瞬 の う ち に 火 の 海 に な り  そ の 劫 火 の 中 を 市 民 は 阿 鼻 叫 喚 辛 う 

して五ケ瀬大瀬河原に避難したが  まさに戦争が生んだ悲劇であった 

恐 怖 の 一 夜 が 明 け る と 市 街 地 の 大 半 は 一 木 も 残 さ ず 焼 き つ く さ れ 

一 望 焦 土 と 化 し て い る の を 市 民 は 茫 然 と 眺 め な が ら 肉 親 を も と め て 

右往左往するのみであった  この焼夷弾攻撃による被害は別記の通り 

で あ る が  銃 後 を 護 る 市 民 を は じ め 学 徒 挺 身 隊  産 業 報 国 隊 な ど 

非 戦 闘 員 の 殉 難 者 は 実 に 三 百 名 を 越 え た  終 戦 后 三 十 三 年 を 経 た 

今 日 各 方 面 の 浄 財 に よ っ て  新 し く こ の 延 岡 空 襲 殉 難 碑 を 建 立 

そ の 霊 を 弔 う と と も に 悲 惨 な る 戦 争 の 絶 滅 を 期 し 世 界 の 永 久 平 和 

を祈念するものである 

昭和五十三年六月二十九日 

延岡空襲殉難碑建立委員会 

【裏下部】 

 

延岡市の戦災に於ける損害 

戦災死者 三百余名 

重軽傷者 多  数 

戦災面積 九十二万坪（三千四十一平方粁） 

被災人口 一萬五千二百三十二人 当時の人口 

（七萬二千六百人） 

被災戸数 三千七百六十五戸 当時の戸数 

（一萬四千三百） 

 

 

戦災地域 

川中地区 新町 柳沢町 本町 南町 中町 

北町 船倉町 天神小路 並に本小路 

櫻小路の一部 

川北地区 紺屋町 元町 博労町 祇園町の東側 

瀬之口 並に萩町 北小路の一部 

恒富地区 川原町 春日館通り 第二下出口 

三ツ瀬 新小路 並に出口 西小路 

本村の一部 

南方地区 大貫の一部 

軍需工場 日室化学工業株式会社 

（薬品部 ベンべルグ部 プラスチック部 

雷管部 レーヨン部 ダイナマイト部） 

間野航空株式会社等に被害甚大 

橋  梁 五ヶ瀬橋 須崎橋 大瀬橋の各一部焼失 

恒富地区南方地区の水田に焼夷弾多数投下 

 

西口玄豊謹書 

施工者 福原明 
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宮 崎 県 

延岡空襲殉難慰霊祭 

延岡市 追悼式
 8 
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

延岡空襲殉難慰霊祭 

今山公園内 弘法大師像前広場 

宮崎県延岡市山下町２－３９９８ 

（ＪＲ延岡駅 徒歩１５分） 

平成２５年６月２９日（土） ※例年６月２９日開催 

５０人 

今山大師 ０９８２－３２－５２９０ 

式 次 第

挨 拶

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

昭和２０年６月２９日未明の米軍大空襲によって犠牲となられた３０

０余霊位の御霊は、戦後６８年の今日尚、弥陀浄土よりわが故郷とご遺族

ご一家に対して平和の光をさん然と照らして下さっています。謹んで諸霊

に報恩感謝の誠を捧げます。 

 そして、この慰霊法要は、未来永劫にわたって継承し世界の恒久平和を

誓い、重ねてそのご加護を仰ぎ申し上げます。 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

黙祷 

殉難者諸精霊位回向法要 

参列者焼香・献花（遺族、わかば幼稚園児２０名、他） 

今山大師住職挨拶 

遺族代表謝辞 

 
（平成２５年度） 
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宮 崎 県 

命の橋 
延岡市 追悼施設
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

安賀多橋北詰 延岡商工会議所前 

宮崎県延岡市中央通３丁目 

（ＪＲ延岡駅 徒歩１６分） 

「命の橋」座石建立の会、延岡市「命の橋」実行委員会 

平成２５年２月１１日 

今山大師 ０９８２－３２－５２９０ 

碑 文

【表】 

 

命の橋 

 

 

 

【裏】 

 

「命の橋」 

太平洋戦争末期の昭和二十年（一九四五年）

六月二十九日に、延岡市内の中心部は 

大空襲によって焼け野原となりました。 

その時、安賀多橋の下へ多数の 

市民が逃げ込み助かりました。 

この橋はまさに命の恩人です。 

この度、延岡市制施行八十周年を 

記念して安賀多橋を 

「命の橋」として顕彰し、永久に 

平和の尊さを後世に伝えたいと思います。 

平成二十五年二月十一日 

 

建立者  「命の橋」座石建立の会 

延岡市「命の橋」実行委員会 

表題揮毫 植野聖鳳 

撰  文 吉田千鶴子 

石材寄贈 ㈲林田石材 
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※写真提供 日南市

宮 崎 県 

日南市戦没者追悼式 

日南市 追悼式

10 
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

日南市戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

日南市文化センター 

宮崎県日南市中央通１－７－１ 

（ＪＲ日南駅 徒歩３分） 

平成２５年８月１８日（日） ※例年８月第３日曜日開催 

約４００人 

日南市戦没者追悼奉賛会事務局（日南市 福祉課） ０９８７－３１－１１３０ 

式 次 第

式 辞

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日ここに、戦没者ご遺族並びに多数のご来賓の皆様のご列席のもと、平成２５年度 日

南市戦没者追悼式を挙行するに 当たり、市民を代表しまして式辞を申し述べます。 

多くの尊い命が失われた先の大戦が終わりを告げてから、６８年という年月が過ぎ去りま

した。 

 祖国の平和と発展、そして何よりも家族の安泰を念じながら、戦禍に倒れ、あるいは、愛

する家族を思いながらも再び郷土の地を踏むことなく、遠い異国の地で多くの方々が、亡く

なられました。 

 ここに改めて、戦没者の皆様のご冥福を心からお祈り申し上げます。 

また、最愛の肉親を失った悲しみに耐え、苦難を乗り越えられたご遺族の 

皆様には深く敬意を表します。 

私たちは今、当たり前のように享受している平和と繁栄は、戦争によって心ならずも命を

落とされた戦没者の方々の重く尊い犠牲の上に築きあげられてきたものです。 

本市は、新日南市誕生１周年にあたる平成２２年に、美しい自然や平和な未来を後世に残

していくため、あらゆる国の人々の相互理解と協調による核兵器のない平和な世界の実現に

向けて努力することを決意し、非核平和都市宣言をいたしました。 

戦争を知らない私たち若い世代は、過去の悲惨な戦争の教訓を風化させることなく、しっ

かりと受け継いでいき、さらに次の世代へと語り継ぎ、平和を築いていくことが、現代を生

きるものに課せられた責務であり、使命であります。 

本日、戦没者各位の御霊を前にして、私たちは先の大戦から学び取った多くの教訓を忘れ

ることなく、世界の恒久平和を願うとともに、戦没者の方々の祖国発展への思いを深く心に

刻み、青い海と緑の山々に囲まれた自然豊かな日南の、この恵まれた自然環境を基礎とし、

先人が築いてこられた伝統・文化を生かしながら、本市の活性化を図り、市民の皆様ととも

に、誇りある郷土を創り上げてまいります。 

そして、郷土日南市の繁栄と、平和で安心して心豊かに生活できる社会を築くために全力

を尽くすことを固くお誓い申し上げます。 

 終わりに、日南市の戦没者２，６０１柱の御霊がとこしえに安らかに鎮まりますことをお

祈りいたしますとともに、ご遺族並びに ご参列の皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り申

し上げまして、式辞といたします。 

平成２５年８月１８日 

日南市長 﨑田 恭平 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

開 式

国 家 斉 唱

黙 と う

式 辞

追 悼 の 辞

来 賓 紹 介

誓 い の こ と ば

献 花

主催者あいさつ

閉 式

（平成２５年度） 

 

 

 

…

…

 

…

 

…

 

 

 

日南市長 﨑田恭平 

宮崎県知事、県選出国会議員、日南市議会議長、日南市遺族連合会代表 

 

日南市立油津中学校 生徒会長 

 

日南市戦没者追悼奉賛会 副会長 



 130  131

鹿 児 島 県



 132 

鹿児島県 

太平洋戦争民間犠牲者慰霊碑「人間之碑」 
鹿児島市 追悼施設

1 
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

みなと大通り公園 

鹿児島県鹿児島市名山町 

（ＪＲ鹿児島中央駅より 鹿児島市電 「市役所前」電停 徒歩４分） 

鹿児島市、南日本新聞社 

昭和４９年６月１７日 

鹿児島市 地域福祉課 ０９９－２１６－１２４４（直通） 

碑 文

【表】 

 

太平洋戦争 

民間犠牲者慰霊碑 

 

 

戦災により 

非命にたおれた 

はらからの 

痛恨をおもい 

あすのために 

この碑を建つ 

 

昭和四十九年六月十七日 

鹿児島市市長 末吉利雄 

南日本新聞社 社長 川越政則 

【裏】 

 

この碑は 鹿児島市と南日本新聞社が

戦災三十周年を記念して鹿児島県内外の

同県関係篤志団体七十八 篤志家二百五

十四人の協力を得て建立したものである

 

彫像制作者 新制作教会会員 児島幸雄

台石寄贈者 鹿児島県石材工業協同組合

理事長 米盛弘修
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鹿児島県 

太平洋戦争民間犠牲者慰霊碑「人間之碑」への献花
鹿児島市 追悼式

 2 
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

太平洋戦争民間犠牲者慰霊碑「人間之碑」への献花 

みなと大通り公園内 太平洋戦争民間犠牲者慰霊碑 人間之碑前 

鹿児島県鹿児島市名山町 

（ＪＲ鹿児島中央駅より 鹿児島市電 「市役所前」電停 徒歩４分） 

平成２５年６月１７日（月） ※例年６月１７日開催 

約９０人 

鹿児島市 地域福祉課 ０９９－２１６－１２４４（直通） 

式 次 第

概 要

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

太平洋戦争民間犠牲者慰霊碑「人間之碑」への献花について 

 

太平洋戦争において、本市では、昭和２０年３月１８日から８月６日

まで合計８回にわたって空襲を受けており、中でも６月１７日は死者２，

３１６ 人を数える最も多くの犠牲者を出している。 

そのため、最も大きな被害を受けたこの日に犠牲者の慰霊を申し上げ

るとともに、戦争の悲惨さと平和の尊さを再認識していただく意味で、

献花を行っているところである。 

出典：鹿児島市より 

1. 

2. 

3. 

 

4. 

開 会

黙 と う

献 花

 
閉 会

 
 
…

 

 

 

鹿児島市 総務部長、鹿児島市 福祉部長 

一般参列者 
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鹿児島県 

鹿児島市立女子興業学校の碑 
鹿児島市 追悼施設
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

共研公園 

鹿児島県鹿児島市中央町１４ 

（ＪＲ鹿児島中央駅 徒歩６分） 

鹿児島女子高等学校同窓会 帰厚会 

平成１６年６月１７日 

鹿児島女子高等学校同窓会 帰厚会 ０９９－２２４－４８２６ 

碑 文

【慰霊碑右・表】 

 

雪に耐えて 

梅花麗し 

 

鹿児島市長書 

 

 

鹿児島市立女子興業学校跡地 

現 鹿児島女子高等学校 

明治四十四年鹿児島市易居町から上之園町に移転 

昭和二十年六月十七日の鹿児島大空襲により焼失 

三十五年間の学び舎としての幕を閉じる 

 

 

 

【慰霊碑左・表】 

 

太平洋戦争の犠牲になられし 

学友の悲痛な叫び 

後の世まで忘るまじ 

 

ああ あれから五十有余年 

  御霊よ 安らかなれと祈る 

 

平成十六年六月十七日 

創立百十周年記念事業 

鹿児島女子高等学校同窓会帰厚会建立 

 

 

 

【モニュメント・表】 

 

鹿児島市立女子興業学校の跡 

 

 



 138 

鹿児島県 

鹿児島市立女子興業学校 慰霊祭 

鹿児島市 追悼式
 4 
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

鹿児島市立女子興業学校 慰霊祭 

共研公園内 鹿児島市立女子興業学校の碑前 

鹿児島県鹿児島市中央町１４ 

（ＪＲ鹿児島中央駅 徒歩６分） 

平成２５年６月１７日（月） ※例年６月１７日開催 

約２０人 

鹿児島女子高等学校同窓会 帰厚会 ０９９－２２４－４８２６ 

式 次 第

体 験 談

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

空襲の体験談 別府典子 

  

 昭和２０年、私は当時１８歳、鹿児島女子興業学校の専攻科の生徒として学校の寮

に入っていました。３月、４月、５月と空襲はだんだんと激しくなり、私たちが防空

壕に入る機会は多くなりました。 

忘れもしません、６月１７日、夜中の１１時頃。異様な音と雰囲気の中、私は目を

覚ましました。空襲でした！すぐに飛び起きた私は寮の部屋から出ると裸足のまま学

校の中庭に降りました。学校の門から外を眺めると既に下町の家々には火の手が上が

っていました。 

当直の先生からの指示で私は校庭の、ある防空壕に入りました。中は真っ暗でした。

私に続き、鶴田さんという子が入ってきました。２人で身をかがめていると防空壕の

入口の隙間から火の粉が入り込んできました。私たちは必死でそれを払いのけました

が、燃え上がる炎は容赦なく襲ってきました。時が過ぎるのも忘れ、火の粉を払い続

けました・・・ 

 気がつくと夜が明けていました。私は鶴田さんの姿を見て驚きました。彼女は変わ

り果てた姿になっていたのです。お下げ髪はすっかり焼け焦げ、目の玉は真っ赤にな

り開きません。足は火傷で膨れ上がり、真っ黒になっていました。そして、両腕の皮

が肘の方から裂けて手元にぶらさがっており、肉が見えていました。私はハッと息を

飲み、言葉も出ませんでした。そんな鶴田さんから 「水がほしい、水がほしい・・・」

と求められ、必死に水を探しましたが、学校の水槽は無情にも空でした。私は彼女の

もとに戻り、「ごめんね、水はなかった」と言うのがやっとでした。鶴田さんはそれ

から間もなくして亡くなりました。 

 

（中略） 

 

私はこの碑を作るために東奔西走し、帰厚会として平成１６年にようやく建立

が実現しました。戦争が終わり７０年近く経ちますが、こうして慰霊碑の前に立

つとあの時の鶴田さんの姿をまざまざと思い出します。戦争は絶対に繰り返して

はいけません。若い乙女の命を奪った戦争のむごさや怖さを、私は後輩や子ども

たちに伝えていく責任があります。 

 

※当日の原稿がないため、本人のお話をもとに再構成 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

開 式

黙 と う

宮司によるお祓い

玉 串 奉 納

会 長 の 挨 拶

空 襲 の 体 験 談

（平成２５年度） 

 

 

 

 

…

…

 

 

 

 

鬼丸正子会長 

別府典子 
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鹿児島県 

広馬場通り戦災鎮魂慰霊の碑 
鹿児島市 追悼施設
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

堀江町 山形屋パーキング前 

鹿児島県鹿児島市堀江町１－１ 

（ＪＲ鹿児島中央駅より 鹿児島市電 「いづろ通」電停 徒歩２分） 

広馬場通り戦災鎮魂慰霊の会 

平成１６年６月１８日 

株式会社まからず屋 ０９９－２２４－２２４４ 

碑 文

【表】 

 

広馬場通り 

戦災鎮魂慰霊の碑 

 

 

碑 文 

 

昭和二十年六月十七日、太平洋戦争

の終戦を間近に控え、鹿児島市は大

空襲により甚大な被害を受けました。

市街地中心部の堀江町広馬場通り

の三ヶ所の防空壕において、戦災死

した春成直助一家七人をはじめ、多く

の戦争犠牲者の無念の霊魂は、浮かば

れることもなく、歳を経るごとに、風化

されようとしています。 

沈吟、空しうして慟哭悲嘆、寂々哀愁

憐れむべし。 

我ら志あるものが、慰霊の誠を捧げ

命の尊さを訴え、永遠の平和を願う

尊い一灯を点じたく、ここに鎮魂の碑

を建立します。 

 

平成十六年六月十八日    

広馬場通り戦災鎮魂慰霊の会

代表 春成幸男

（社団法人三州倶楽部会長）

春成幸男 書

 

 

 

【裏】 

 

鎮 魂 

 

春成幸男 書 
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鹿児島県 

広馬場通り戦災鎮魂慰霊祭 
鹿児島市 追悼式
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

広馬場通り戦災鎮魂慰霊祭 

山形屋パーキング前 広馬場通り戦災鎮魂慰霊の碑前 

鹿児島県鹿児島市堀江町１－１ 

（ＪＲ鹿児島中央駅より 鹿児島市電 「いづろ通」電停 徒歩２分） 

平成２５年６月１８日（火） ※例年６月１８日開催 

３８人 

株式会社まからず屋 ０９９－２２４－２２４４ 

式 次 第

メッセージ

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

広馬場通りの戦災鎮魂慰霊祭が、関係の皆様方多数お集りのもと、厳か

に執り行われるにあたり、謹んで御霊のご冥福を心からお祈り申し上げま

す。 

この慰霊碑は先の大戦の大空襲により、堀江町広馬場通りで犠牲となら

れた、二百余名の御霊を慰霊するために建立されたものであるとお聞きし

ております。 

 その先人の遺徳を偲び、生命の尊さを訴え、戦争の悲惨さと平和の大切

さを後世に語り継ぐことは、誠に意義深いことであると思います。 

 私どもは、いま一度、悲惨な戦争の教訓を心に刻み、不戦の誓いを新た

にし、世界の恒久平和と、より明るく豊かな郷土を築きあげるため、一層

の努力を傾倒いたす所存でございます。 

 終わりに慰霊祭の開催にご尽力いただいております皆様に、深く敬意を

表しますとともに、お集まりの皆様方のますますのご健勝とご多幸を心か

らお祈りいたします。 

 

平成２５年６月１８日 

鹿児島市長 森 博幸 

 

1. 

2. 

3. 

4. 

鹿児島市長 メッセージ 

代表者挨拶 

代表者献花 

「堀江町と慰霊碑」 堀江町町内会長 

（平成２５年度） 
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鹿児島県 

慰霊碑 
鹿児島市 追悼施設
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

ＪＲ鹿児島駅 旧５番ホーム ※ＪＲ鹿児島駅構内につき入場券が必要 

鹿児島県鹿児島市浜町２－３５ 

（ＪＲ鹿児島駅 駅構内） 

遺族一同、当時の鹿児島駅関係者一同、鹿児島駅職員一同 

昭和５２年１２月２５日 

九州旅客鉄道株式会社 鹿児島支社 広報 ０９９－２５６－０１６５ 

碑 文

【表】 

 

 

慰霊碑 

 

 

第二次世界大戦の末期 昭和二十年

六月二十七日十二時四十五分 敵機の

大空襲によって鹿児島駅は壊滅した

このとき職場を護り尊い犠牲となられ

た十二名の霊を慰めるため 三十三回

忌にあたって関係者一同相計り被爆の

地にこれを建立する 

 

 

殉職者 

 

（故人名） 

 

昭和五十二年十二月二十五日 

殉職者遺族一同 

被爆当時の鹿児島駅関係者一同 

鹿児島駅職員一同 
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鹿児島県 

慰霊塔 
西之表市 追悼施設

8 

※写真提供 西之表市
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

西之表市（種子島）わかさ公園 

鹿児島県西之表市西之表１４４１５ 

（西之表港 徒歩２０分） 

西之表町長 西村健夫（西之表市長 榎本修 再建） 

昭和３０年１１月１日（平成３年１１月２日 再建） 

西之表市 ０９９７－２２－１１１１（代表）   

※一般戦災死没者を含む 

碑 文

【表】 

 

慰霊塔 

経 緯

 種子島は、１９４５（昭和２０）年３月１８日に艦載機（グラマン）延べ１２機が

西之表地区を銃爆撃（死亡３、負傷９、行方不明１３、住家全焼６２棟、非住家全焼

１３棟）し、以後１０回を超える空襲で西之表の市街地の大部分が被災し、浦田、安

納、伊関、現和、住吉などの島内の集落が銃爆撃された。 

 ４月、全島の国民学校児童は、２年から６年生全員、海を渡って九州本土の鹿児島、

熊本県境の伊佐・大口方面に疎開を開始した。この間に疎開の船待ち中の野間国民学

校の児童３人がＢ２４の爆撃で負傷した。 

 

出典：西之表市編纂委員会著「西之表市百年史」より 
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鹿児島県 

西之表市戦没者追悼式 
西之表市 追悼式

 9 

※写真提供 西之表市

 149

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

西之表市戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

わかさ公園内 慰霊塔前 

鹿児島県西之表市西之表１４４１５ 

（西之表港 徒歩２０分） 

平成２５年１１月２日（土） ※例年１１月上旬開催 

２５０人 

西之表市 福祉事務所 援護係 ０９９７－２２－１１１１（代表） 

式 次 第

式 辞

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

 本日ここに、ご遺族並びに来賓各位の御臨席のもと、西之表市主催による平成二十五年度戦没
者追悼式が挙行されるにあたり、戦没者各位の御霊に謹んで追悼のことばを申し上げます。 

 今年の夏は、かの大戦が終焉した昭和二十年の夏を彷彿させるような暑い毎日でありました

が、ようやく朝に夕に涼やかな秋の冷気が立ち込め、ふるさと西之表を思い、ご家族を案じなが

ら御盾となって散華された英霊各位は、緑に囲まれたわかさ公園において、無限の空間に魂を休

めておられることと思います。 

 各位が英霊となられて早くも六十八年が過ぎましたが、その気高い精神は、ご遺族そして私た

ちの心の中に思い出とともにあり、決して風化するものではございません。 

西之表市民を代表し、心から感謝の誠を捧げ、ご冥福をお祈り申し上げる次第であります。 

また、愛する夫や息子、父を突然失った悲しみに堪えながら、戦後の混沌とした厳しい社会の

中で助け合い、励まし合って、その日一日を精一杯生きてこられたご遺族の皆様には、語り尽せ

ないほどの苦難があったこととご拝察申し上げます。 御霊が命を投げ打って守られ、あとを託

されたご遺族が全身全霊をかけて支えてこられた祖国日本、そしてふるさと種子島・西之表市は、

世界に類を見ない平和憲法の下、めざましい発展を遂げました。 

平和で豊かになり、戦争が遠い過去の出来事として風化しつつある今日、私たちが戦争の悲惨

さと困窮の苦しさを若い世代に語り継ぐことが、御霊に報いる途であろうと肝に銘じておりま

す。 

 社会情勢の変遷に伴い、新たな課題が山積している状況でありますが、市政を預かる私は、現

在の日本の礎を築いてこられた御霊に恥じぬよう、市民福祉の更なる向上を目指して、第五次長

期振興計画に謳った『絆で創る、魅力あふれる豊かなまち』という本市の将来像を実現するため、

様々な分野において市民・職員と一丸となって日々邁進しております。 

本日の式典において、先の大戦から学んだ教訓を胸に刻み、平和社会の確立と物心ともに豊か

に暮らせる力強い西之表市の実現に向けて、持てる力を尽くしてまいることをお誓いいたしま

す。 

終わりに、戦没者各位がとこしえに安らかならんことをお祈りし、ご遺族並びに市民の皆様の

ご平安を祈念いたしまして式辞といたします。 

平成二十五年十一月二日 

西之表市長 長野 力 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 

開式のことば

拝 礼

国 歌 斉 唱

黙 と う

式 辞

追悼のことば

献 詠

献 花

式 電 披 露

謝 辞

拝 礼

閉式のことば

（平成２５年度） 

 

 

 

 

…

…

…

 

 

…

 

 

 

 

 

 

西之表市長 長野 力 

市議会議長 永田 章、市遺族会会長 永田義彦 

種子島詩吟同好会 上妻陽二郎 

 

 

市遺族会会長 永田義彦 
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沖 縄 県
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沖 縄 県 

恒久平和モニュメント｢なぐやけ｣ 
那覇市 追悼施設

1 
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基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

若狭海浜公園 

沖縄県那覇市若狭１－２６ 

（沖縄都市モノレール 旭橋駅または県庁前駅 徒歩１５分） 

那覇市 

平成８年 

那覇市 健康福祉部 福祉政策課 ０９８－８６２－９００２（直通） 

碑 文

【裏】 

 

生きぬき 築き上げた都市 

那覇――その戦後は 

米軍のバリケードで囲まれた 

焼野が原から出発した 

はじめに 

一〇三人の市民が生きぬいてもどった 

なつかしい壺屋のまちに 

多くのいのちを失い 

ふるさと那覇も消滅し 

悲しみは深かったが 

打ちふるう復興の鍬には力があふれ 

みんなまなこを 

しっかり前へ向け 

踏み出した 

生活と都市再建の一歩を 

説 明 文

恒久平和のモニュメント 

なぐやけ 

 

沖縄戦は、一九三一年の柳条湖事件に 

はじまった日中戦争以来、一五年に及んだ 

戦争の最後の激戦であり、日本で唯一住民を 

巻き込んだ地上戦でありました。 

一九四四年十月十日の空襲によって、 

那覇市は灰燼に帰し翌年四月の米軍上陸から 

三ヶ月余に及んだ沖縄戦は熾烈を極めました。 

その結果、那覇市民の戦没者は二万八千人 

余に及び、沖縄全体では二十三万人余の尊い 

人命が失われました。 

わたくしたち那覇市民は、戦争の惨禍を 

決して忘れることなく、愚かな戦争を再び 

繰り返してはならないと深く決意するもので 

あります。 

那覇市では戦後五十年の節目にあたり、 

那覇市連合遺族会の提案に基づき、戦没者の 

恒久平和への強い決意をアジアや世界の人々 

に伝えるため、那覇市平和宣言を行い、 

ここに恒久平和のモニュメント「なぐやけ」 

を建立いたしました。 

「なぐやけ」は「穏やか」「和やか」 

という沖縄の古語で、いつまでも平和で 

ありますようにとの祈りが込められています。 

那覇市 

 

 

 

それから 

心のいしじを固く敷きつめ 

平和通りをつくり 

国際通りを開け 

もう二度と失うことのない 

那覇を築いてきた 

ここにくるまで五十年 

一〇三人は三十一万へとかわった 

那覇――それは戦争をしない都市 

那覇――それは市民の愛が守るまち 

那覇――それは市民が主人公の都市 

那覇――それは世界の都市を友とするまち 

 

私たちは いま、ここに 

市民の誇りと勇気により蘇った 

都市・那覇を世界に宣言する 

一九九五年・沖縄戦終結五十年記念宣言 

那覇市   
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沖 縄 県 

なぐやけの碑 慰霊祭 

那覇市 追悼式
 2 
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開催概要

歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

なぐやけの碑 慰霊祭 

若狭海浜公園内 恒久平和モニュメントなぐやけの碑前  

沖縄県那覇市若狭１－２６ 

（沖縄都市モノレール 旭橋駅または県庁前駅 徒歩１５分） 

平成２５年１０月１０日（木） ※例年１０月１０日開催 

約１００人 

那覇市 健康福祉部 福祉政策課 ０９８－８６２－９００２（直通） 

式 次 第（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

本日は、那覇市連合遺族会主催の第１８回「なぐやけの碑」慰霊祭が執り行われるに

あたり、謹んで哀悼のことばを捧げます。 

 ６９年前の１０・１０空襲により、多くの尊い命とともに歴史ある那覇市の街並みが

ほとんど焼失し、人々の心に深い悲しみを残しました。 

 戦後の復興は、ご遺族の方々をはじめ多くの市民が、深い悲しみを乗り越え、那覇へ

の愛着と平和を希求する心を結集することから始まりました。 

 今もこうして、大嶺正光（おおみねまさみつ）会長をはじめご遺族の皆様が戦没者を

慰霊し、恒久平和を祈念し続けておられますことに、深く敬意を表します。 

 ２万９千名余の市出身戦没者名簿が奉納されている平和のモニュメント「なぐやけの

碑」も、長い間懸案であった改修工事を終えて、こうして本年の慰霊祭が執り行われる

運びとなり、ご参列なされた皆様のお心も安堵されたものと拝察いたします。 

 今の那覇市の発展があるのも、戦禍により犠牲となられた多くの方々の思いを引き継

ぎ、発展にご尽力された皆様のご苦労あったからこそであり、そのご功績には、深く感

謝を申し上げるものでございます。 

 本市といたしましても、那覇を愛する先人たちに見守られながら、先人たちの思いに

応えるべく、風格ある都市を目指し、全力で取り組んでまいります。 

 私たち沖縄県民は、戦争により心に深い傷を負いましたが、その試練を教訓として、

平和が何よりも大切であることを心に刻み、沖縄戦の実態、そして戦争の愚かさを後世

に継承し、恒久平和実現のために努力をすることを、ここに誓うものであります。 

 結びに、この「なぐやけの碑」に葬られている方々のご冥福と、お集まりのご遺族の

皆様のご健勝を祈念いたしまして、弔辞といたします。 

 

平成２５年１０月１０日 

那覇市長 翁長 雄志 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

開式のことば…小禄遺族会会長 

黙 祷 
読 経…護国寺住職 

主催者焼香並びに弔辞…那覇市長、那覇市議会議長、遺族代表 那覇遺族会 

来賓並びに各遺族会代表焼香 

閉会のことば…首里遺族会会長 

弔 辞（平成２５年度） 



 156 

海鳴りの像 3 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

旭ヶ丘公園（対馬丸記念館裏） 

沖縄県那覇市若狭１－２６－５ 

（沖縄都市モノレール 旭橋駅または県庁前駅 徒歩１５分） 

戦時避難船舶遺族会 

昭和６２年６月２３日 

戦時遭難船舶遺族会 個人宅のため記載せず 

碑 文 

【表】 

 

 

海鳴りの像 

海鳴りの像 

 

 第二次世界大戦（太平洋戦争）で沖縄県は、 

全国で唯一地上戦が闘われ、軍・民併せて 

二十万余の尊い命が犠牲になりました。戦後 

六十二年経った今日なお、戦争で犠牲になった 

人々の遺骨がいまだに山野に残されたままに 

なっています。他方沖縄県は、離島県である 

が故に、海で犠牲になった県民は三四〇五人 

（沖縄県調査）にのぼります。学童疎開船 

「対馬丸」を初め、軍需工場に向かった 

若者や女子挺身隊・少年航空兵になるために 

乗船した者・召集令状を受け、郷里から出征 

しようと本土から沖縄に向かったもの・満州 

開拓団から帰郷した者・南洋方面から軍命に 

よって強制送還された者などです。 

 

 

 

沖縄県民が乗船して撃沈された戦時遭難船舶

は二六隻です。海なりの像には、対馬丸を除く

二五隻の船舶で犠牲になられた県民一九二七人

（沖縄県調査）の霊を祀ってあります。二度と

再び悲惨な戦争は起こしてはならないと堅く

誓い、犠牲になられた御霊に心から追悼の誠を

捧げます。戦時遭難船舶遺族会は、一九八七年

六月二十三日「海鳴りの像」を建立しました。

二〇〇七年六月二十三日、赤城丸（四〇六人）

・嘉義丸（三六八人）・開城丸（十人）・

湘南丸（五七七人）・台中丸（一八六人）

など五隻の犠牲者（一五四七人）の「刻銘板」

を建立しました。 

 

戦時遭難船舶遺族会

【表下部】 

 

沖 縄 県 那覇市 追悼施設
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小桜の塔 4

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

旭ヶ丘公園（対馬丸記念館裏） 

沖縄県那覇市若狭１－２６－５ 

（沖縄都市モノレール 旭橋駅または県庁前駅 徒歩１５分） 

対馬丸遭難学童遺族会 

昭和２８年５月５日（昭和３４年６月９日移設） 

対馬丸記念会 ０９８－９４１－３５１５ 

碑 文

【表】 

 

 

小桜の塔 

 

説 明 文

【左】 

 

昭和十九年八月二十二日夜半 学童疎開

船対馬丸は 米潜水艦の魚雷攻撃を受け

て 悪石島沖で轟沈し いたいけな学童

と付き添いの人・一四八四人の尊い生命が

ひと時に奪われてしまいました 

これらのみたまを弔い慰め 世界の恒久

平和を念ずるために 多くの人々の善意

で 小桜の塔 は建立されました 

沖 縄 県 那覇市 追悼施設 

【右】 

 

小桜の塔建立について 

愛知県丹陽村の「すずしろ子供会」会長河合桂氏は 

戦争の犠牲となった子供達の慰霊塔が沖縄に 

ないことを憂え、昭和二十八年護国寺の名幸芳章 

住職を通じて対馬丸遭難者遺族会に建立の意志を 

申し出た。河合氏を始め関係者は愛知県の児童に 

広く一円募金を呼びかけて二十余万円の浄財及び 

資材を集めるに至り、同年五月五日小桜の塔が 

建立された。 
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長崎原爆関連
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長崎原爆関連 

長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典 
長崎県 長崎市 追悼式

1 

※写真提供 長崎市
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 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典 

平和公園内 願いのゾーン 平和祈念像前 

長崎県長崎市松山町９ 

（ＪＲ長崎駅より 長崎電気軌道「松山町」停留場 徒歩５分） 

平成２５年８月９日（金） ※例年８月９日開催 

６,３００人 

長崎市 市民局 原爆被爆対策部 調査課 ０９５－８２９－１１４７（直通） 

式 次 第

長 崎 平 和 宣 言

（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

 本日、被爆６８周年、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念

式典に臨み、原子爆弾の犠牲となった方々の御霊に対

し、謹んで、哀悼の誠を捧げます。今なお被爆の後遺

症に苦しんでおられる皆様に、心から、お見舞いを申

し上げます。 
 ６８年前の本日、一発の爆弾が、７万を上回る、貴

い命を奪いました。１２万人が暮らしていた家屋を全

焼、全壊し、生き長らえた方々に、病と障害の、さら

には生活上の、言葉に尽くせぬ苦難を強いました。 
 一度ならず、二度までも被爆の辛酸を嘗めた私たち

は、にもかかわらず、苦しみ、悲しみに耐え立ち上が

り、祖国を再建し、長崎を、美しい街として蘇らせま

した。今日は、犠牲になった方々の御霊を慰めるとと

もに、先人たちの奮闘と、達成に、感謝を捧げる日で

もあります。 
 私たち日本人は、唯一の、戦争被爆国民であります。

そのような者として、我々には、確実に、「核兵器のな

い世界」を実現していく責務があります。その非道を、

後の世に、また世界に、伝え続ける務めがあります。 
 昨年、我が国が国連総会に提出した核軍縮決議は、

米国並びに英国を含む、史上最多の９９カ国を共同提

案国として巻き込み、圧倒的な賛成多数で採択されま

した。 
 本年、若い世代の方々を、核廃絶の特使とする制度

を始めました。来年は、我が国が一貫して主導する非

核兵器国の集まり、「軍縮・不拡散イニシアティブ」の

外相会合を、広島で開きます。 
 今なお苦痛を忍びつつ、原爆症の認定を待つ方々に、

一日でも早くその認定が下りるよう、最善を尽くしま

す。被爆された方々の声に耳を傾け、より良い援護策

を進めていくため、有識者や、被爆者代表を含む関係

者の皆さまに、議論を急いで頂いています。 
 長崎の御霊を悼む朝、私は、これら責務に、旧に倍

する努力を傾けていくことをお誓いします。 
 結びに、いま一度、犠牲になった方々の御冥福を、

心よりお祈りします。ご遺族と、ご存命の被爆者の皆

様には、幸多からんことを祈念します。核兵器の惨禍

が再現されることのないよう、非核三原則を堅持しつ

つ、核兵器廃絶に、また、世界恒久平和の実現に、力

を惜しまぬことをお誓いし、私のご挨拶といたします。 
平成２５年８月９日  

内閣総理大臣 安倍晋三 
 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

被爆者合唱 

開式、原爆死没者名奉安 

式辞…長崎市議会議長 板坂博之 

献水 

献花 

黙とう 

（平成２５年度） 

68 年前の今日、このまちの上空にアメリカの爆撃機が一発の原子爆弾を投下しました。熱線、爆風、

放射線の威力は凄まじく、直後から起こった火災は一昼夜続きました。人々が暮らしていたまちは一瞬

で廃墟となり、24 万人の市民のうち 15万人が傷つき、そのうち７万４千人の方々が命を奪われました。

生き残った被爆者は、68 年たった今もなお、放射線による白血病やがん発病への不安、そして深い心の

傷を抱え続けています。 

このむごい兵器をつくったのは人間です。広島と長崎で、二度までも使ったのも人間です。核実験を

繰り返し地球を汚染し続けているのも人間です。人間はこれまで数々の過ちを犯してきました。だから

こそ忘れてはならない過去の誓いを、立ち返るべき原点を、折にふれ確かめなければなりません。 

日本政府に、被爆国としての原点に返ることを求めます。 

今年４月、ジュネーブで開催された核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議準備委員会で提出された核兵

器の非人道性を訴える共同声明に、80 か国が賛同しました。南アフリカなどの提案国は、わが国にも賛

同の署名を求めました。 

しかし、日本政府は署名せず、世界の期待を裏切りました。人類はいかなる状況においても核兵器を

使うべきではない、という文言が受け入れられないとすれば、核兵器の使用を状況によっては認めると

いう姿勢を日本政府は示したことになります。これは二度と、世界の誰にも被爆の経験をさせないとい

う、被爆国としての原点に反します。 

インドとの原子力協定交渉の再開についても同じです。 

ＮＰＴに加盟せず核保有したインドへの原子力協力は、核兵器保有国をこれ以上増やさないためのル

ールを定めたＮＰＴを形骸化することになります。ＮＰＴを脱退して核保有をめざす北朝鮮などの動き

を正当化する口実を与え、朝鮮半島の非核化の妨げにもなります。 

日本政府には、被爆国としての原点に返ることを求めます。 

非核三原則の法制化への取り組み、北東アジア非核兵器地帯検討の呼びかけなど、被爆国としてのリ

ーダーシップを具体的な行動に移すことを求めます。 

核兵器保有国には、ＮＰＴの中で核軍縮への誠実な努力義務が課されています。これは世界に対する

約束です。 

2009 年４月、アメリカのオバマ大統領はプラハで「核兵器のない世界」を目指す決意を示しました。

今年６月にはベルリンで、「核兵器が存在する限り、私たちは真に安全ではない」と述べ、さらなる核軍

縮に取り組むことを明らかにしました。被爆地はオバマ大統領の姿勢を支持します。 

しかし、世界には今も１万７千発以上の核弾頭が存在し、その 90％以上がアメリカとロシアのもので

す。オバマ大統領、プーチン大統領、もっと早く、もっと大胆に核弾頭の削減に取り組んでください。

「核兵器のない世界」を遠い夢とするのではなく、人間が早急に解決すべき課題として、核兵器の廃絶

に取り組み、世界との約束を果たすべきです。 

核兵器のない世界の実現を、国のリーダーだけにまかせるのではなく、市民社会を構成する私たち一

人ひとりにもできることがあります。 

「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起ることのないやうにする」という日本国憲法前文には、平

和を希求するという日本国民の固い決意がこめられています。かつて戦争が多くの人の命を奪い、心と

体を深く傷つけた事実を、戦争がもたらした数々のむごい光景を、決して忘れない、決して繰り返さな

い、という平和希求の原点を忘れないためには、戦争体験、被爆体験を語り継ぐことが不可欠です。 

若い世代の皆さん、被爆者の声を聞いたことがありますか。「ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガサ

キ、ノーモア・ウォー、ノーモア・ヒバクシャ」と叫ぶ声を。 

あなた方は被爆者の声を直接聞くことができる最後の世代です。68 年前、原子雲の下で何があったの

か。なぜ被爆者は未来のために身を削りながら核兵器廃絶を訴え続けるのか。被爆者の声に耳を傾けて

みてください。そして、あなたが住む世界、あなたの子どもたちが生きる未来に核兵器が存在していい

のか。考えてみてください。互いに話し合ってみてください。あなたたちこそが未来なのです。 

地域の市民としてできることもあります。わが国では自治体の 90％近くが非核宣言をしています。非

核宣言は、核兵器の犠牲者になることを拒み、平和を求める市民の決意を示すものです。宣言をした自

治体でつくる日本非核宣言自治体協議会は今月、設立 30周年を迎えました。皆さんが宣言を行動に移そ

うとするときは、協議会も、被爆地も、仲間として力をお貸しします。 

 長崎では、今年 11月、「第５回核兵器廃絶－地球市民集会ナガサキ」を開催します。市民の力で、核

兵器廃絶を被爆地から世界へ発信します。 

東京電力福島第一原子力発電所の事故は、未だ収束せず、放射能の被害は拡大しています。多くの方々

が平穏な日々を突然奪われたうえ、将来の見通しが立たない暮らしを強いられています。長崎は、福島

の一日も早い復興を願い、応援していきます。 

先月、核兵器廃絶を訴え、被爆者援護の充実に力を尽くしてきた山口仙二さんが亡くなられました。

被爆者はいよいよ少なくなり、平均年齢は 78 歳を超えました。高齢化する被爆者の援護の充実をあらた

めて求めます。 

原子爆弾により亡くなられた方々に心から哀悼の意を捧げ、広島市と協力して核兵器のない世界の実

現に努力し続けることをここに宣言します。 

 

2013 年（平成 25年）8月 9 日

長崎市長 田上 富久

内閣総理大臣あいさつ （平成２５年度） 

7.

8.

9.

10.

11.

12.

平和宣言…長崎市長 田上富久 

平和への誓い…被爆者代表 築城昭平 

児童合唱 

来賓挨拶…内閣総理大臣 安倍晋三、長崎県知事 中村法道 

合唱「千羽鶴」 

閉式 
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長崎原爆関連 

平和祈念像 
長崎県 長崎市 追悼施設

2 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

平和公園内 願いのゾーン 

長崎県長崎市松山町９ 

（ＪＲ長崎駅より 長崎電気軌道「松山町」停留場 徒歩５分） 

長崎市 

昭和３０年８月８日 

長崎市 建設局 都市計画部 みどりの課 ０９５－８２９－１１７１（直通） 

碑 文 

【表左】 

 

平和祈念像 

 

 

 

【裏】 

 

平和祈念像作者の言葉 

 

あの悪夢のような戦争 

身の毛もよだつ凄絶悲惨 

肉親を人の子を 

かえり見るさえ堪えがたい眞情 

誰か平和を祈らずにいられよう 

茲に全世界平和運動の先駆として 

此平和祈念像が誕生した 

山の如き聖哲それは逞しい男性の健康美 

全長三十二尺餘 

右手は原爆を示し左手は平和を 

顔は戦争犠牲者の冥福を祈る 

是人種を超越した人間 

時に佛時に神 

長崎始まって最大の英断と情熱 

今や人類最高の希望の象徴  

昭和三十年 春日 北村西望 

 

【表右】 

 

平和祈念像建立のことば 

 昭和二十年八月九日午前十一時二 

分、一発の原子爆弾が、この地上空 

でさく裂し、方五粁一帯を廃きょと 

化し、死者七万三千余、傷者また七 

万六千余におよんだ。 

哀愁悲憤の思いは、今もなお胸を 

裂くものがある。 

 私ども生き残った市民は、被爆諸 

霊の冥福を祈り、かつ、この惨禍が 

再び地上にくり返されることを防ぐ 

ために、自ら起って、世界恒久平和 

の使徒となることを決意し、その象 

徴として、この丘に、平和祈念像の 

建立を発願した。 

 かくて、私たちは、平和祈念像建 

設協賛会を組織し、内外の熱烈な協 

賛のもとに、昭和二十六年春、工を 

起してより、ここに四年、念願の像 

を完成し、除幕の式を挙げた。 

 この日原爆十周年の日の前日であ 

る。 

 私は、三十万市民とともに、この 

平和祈念像が、万人に仰がれ、世界 

平和の保持に大きな貢献をなすもの 

と信ずる。  

昭和三十年八月八日 

    長崎市長  田川 務 
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長崎原爆関連

平和の泉 
長崎県 長崎市 追悼施設 

3

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

平和公園内 願いのゾーン 

長崎県長崎市松山町９ 

（ＪＲ長崎駅より 長崎電気軌道「松山町」停留場 徒歩５分） 

平和の泉建設委員会 

昭和４４年８月３日（昭和６０年８月改修） 

長崎市 建設局 都市計画部 みどりの課 ０９５－８２９－１１７１（直通） 

碑 文

【表】 

 

・・・・・・・・・・ 

のどが乾いてたまりませんでした 

水にはあぶらのようなものが 

一面に浮いていました 

どうしても水が欲しくて 

とうとうあぶらの浮いたまま飲みました

 

―あの日のある少女の手記から

【左側碑】 

 

平和の泉 

長崎市長 

諸谷義武書 

 

 

【右側碑】 

 

核兵器禁止平和建設國民会議 

平和の泉建設委員会 

昭和４４年８月３日建立 

説 明 文

平和の泉 

昭和２０年８月９日原爆のため体内まで焼けただれた被爆者は「水を」 

「水を」とうめき叫びながら、死んでいきました。 

 その痛ましい霊に水を捧げて、めい福を祈り、あわせて世界恒久平和を 

祈念するため、核兵器禁止世界平和建設国民会議と長崎市は、全国からの 

浄財を基として、ここに「平和の泉」を建設しました。 

今日、ここを訪れてくださいましたあなたに、めい福を祈り、平和を祈念 

していただければ、誠に幸いと存じます。 

長崎市長 

噴水池の直径：１８メートル 

噴水の高さ：０.５～６メートル 

刻々と変化する水形は、平和のはとの羽ばたきを形どり 

つるの港といわれる長崎港のつるも象徴しています 
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長崎原爆関連 

戦災復興記念 
長崎県 長崎市 追悼施設

4 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

平和公園内 願いのゾーン 

長崎県長崎市松山町９ 

（ＪＲ長崎駅より 長崎電気軌道「松山町」停留場 徒歩５分） 

長崎県 

昭和５０年１１月１４日 

長崎市 建設局 都市計画部 みどりの課 ０９５－８２９－１１７１（直通） 

碑 文 

【表】 

 

戦災復興記念 

 

 

 

【左側面】 

 

１９７５ 

ＮＡＯＫＩ 

ＴＯＭＩＮＡＧＡ 

説 明 文 

昭和20年８月９日午前11時２分、一個の原子爆弾によって長崎市は、一瞬 

のうちにその大半が焦土と化した。 
 その範囲は爆心地からおよそ3.5キロメートル、面積約6.7平方キロメートル

に及び、死傷者約14万９千人、被災家屋１万８千余戸に達した。 
 昭和21年９月「戦災復興計画基本方針」にもとづき、復興土地区画整理区 

域を決定、直ちに事業に着手した。混乱した戦後の社会状況のなかで、しか 

も当時としては画期的な大事業であったが関係者の協力のもと、幾多の困難 

を克服し着手以来28年余の歳月を費やし、昭和50年２月に完了するにいたっ 

た。戦禍の街は、今や希望と繁栄に輝く平和都市として再現されたのである。

 ここに都市再建の業績を記録し、記念碑を建立する。 

昭和50年11月14日 
長崎県知事 久保勘一 
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長崎原爆関連

長崎の鐘 
長崎県 長崎市 追悼施設 

5

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

平和公園内 願いのゾーン 

長崎県長崎市松山町９ 

（ＪＲ長崎駅より 長崎電気軌道「松山町」停留場 徒歩５分） 

長崎県被爆者手帳友の会 長崎県動員学徒犠牲者の会 

昭和５２年７月２０日 

長崎市 建設局 都市計画部 みどりの課 ０９５－８２９－１１７１（直通） 

碑 文

【表】 

 

長崎の鐘 

 

 

【鐘下】 

 

碑文  

 

長崎の鐘よ鳴れ 

長崎の鐘よ鳴れ 

私達の肉親を奪った 

私達のからだをむしばんだ 

あの原爆が 

いかに恐ろしいものであるか

あの戦争が 

いかに愚かなものであるか 

長崎の鐘よひびけ 

長崎の鐘よひびけ 

地球の果てから 

果ての果てまでも 

私達の願いをこめて 

私達の祈りをこめて  

 

昭和五十二年七月二十日 

長崎県被爆者手帳友の会 

長崎県動員学徒犠牲者の会 

会長 深堀勝一 

松岡國一 刻 

【後方碑】 

 

動員学徒 

女子挺身隊 

徴用工 

一般市民 

 

原爆殉難者之碑 

 

 

【下部】 

 

製  作 渕製作所 

デザイン 深堂隆一 

 

 

【右側碑】 

 

長崎の鐘 

 

 

【入口右側碑】 

 

長崎県被爆者手帳友の会 

 

 

【入口左側碑】 

 

 長崎県動員学徒犠牲者

の会 
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長崎原爆関連 

原子爆弾落下中心地碑 
長崎県 長崎市 追悼施設

6 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

平和公園内 祈りのゾーン 

長崎県長崎市松山町５ 

（ＪＲ長崎駅より 長崎電気軌道「松山町」停留場 徒歩５分） 

長崎市 

昭和３１年３月 

長崎市 建設局 都市計画部 みどりの課 ０９５－８２９－１１７１（直通） 

碑 文 

【右】 

 

原子爆弾落下中心地 

原爆殉難者名奉安の説明 

【左】 

 

昭和二十年八月九日

午前十一時二分、一発

の原子爆弾が、この地

の上空五〇〇メートル

でさく裂し、一瞬、七

三，八〇〇人の尊い生命

を奪い、七六，七〇〇人

の負傷者を出した。同

時に、家屋の焼失一一，

五〇〇戸、全壊又は大

破したもの六，八〇〇戸、

この地を中心として、 

 

 

二・五キロメートルに及

ぶ地域が壊滅した。そ

の惨状は筆舌に尽し難

い。  

こ こ に原子爆弾落下

の中心地を示すためこ

の碑を建てる。  

 

昭和三十一年三月 

長崎市長 田川 務 

 

【表】 

 

原爆殉難者名奉安 

【左側面】 

 

原爆死没者名奉安数 

１６２，０８３人 

平成２５年８月９日現在 
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長崎原爆関連

平和を祈る子の像 
長崎県 長崎市 追悼施設 

7

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

平和公園内 祈りのゾーン 

長崎県長崎市松山町５ 

（ＪＲ長崎駅より 長崎電気軌道「松山町」停留場 徒歩５分） 

長崎平和折鶴会 

昭和４２年８月９日 

長崎市 建設局 都市計画部 みどりの課 ０９５－８２９－１１７１（直通） 

碑 文

【表】 

 

平和を祈る子 

 

 

 

原 子 雲 の 下 で 

母 さ ん に す が っ て 泣 い た

ナ ガ サ キ の 子 供 の 悲 し み を

二度と、くりかえさないように

 

大 砲 の 音 が 

二 度 と な り ひ び か な い よ う に

世 界 の 子 供 の う え に 、 い つ も

明るく太陽が輝いていますように

 

長崎平和の折鶴会
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長崎原爆関連 

浦上天主堂遺壁 
長崎県 長崎市 追悼施設

8 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

移 設 者 

移 設 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

平和公園内 祈りのゾーン 

長崎県長崎市松山町５ 

（ＪＲ長崎駅より 長崎電気軌道「松山町」停留場 徒歩５分） 

長崎市 

昭和３３年 

長崎市 建設局 都市計画部 みどりの課 ０９５－８２９－１１７１（直通） 

説 明 文 

浦上天主堂遺壁 

 

 爆心地から北東へ約５００ｍの小高い丘にあった浦上天主堂は、

１８９５年（明治２８年）から建築に着手し、信徒たちの献金と

労働奉仕により、１９１４年（大正３年）に献堂式を挙げるに

いたった。そして、１９２５年（大正１４年）に正面の双塔が

完成し、大小の鐘が吊された。 

 東洋一の壮大さを誇った天主堂であったが、１９４５年（昭和２０

年）８月９日、午前１１時２分、原子爆弾のさく裂により破壊され、

わずかにまわりの壁を残すのみとなった。この側壁は聖堂の南側の

一部で、１９５８年（昭和３３年）に新しい天主堂建設のためこの

地に移築されたものであり、壁上の石像はザベリオと使徒である。

しかし、風雨にさらされて傷みが進んだため、安全性を考慮して

現 在 の 形 状 の ま ま 内 部 及 び 表 面 の 補 強 を 行 っ た 。

 長崎市は原爆で亡くなられた方々のご冥福をお祈りし、二度と

このような惨禍が繰り返されないことを願って、この銘板を設置

する。 

２００１年（平成１３年）３月  長崎市（原爆資料館）
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長崎原爆関連

原爆殉難教え子と教師の像 
長崎県 長崎市 追悼施設 

9

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

長崎市平和会館前 

長崎県長崎市平野町７－８ 

（ＪＲ長崎駅より 長崎電気軌道「浜口町」停留場 徒歩５分） 

原爆殉難教え子と教師の像建立委員会 

昭和５７年８月３日 

長崎市 建設局 都市計画部 みどりの課 ０９５－８２９－１１７１（直通） 

碑 文

【表】 

 

原爆殉難教え子と教師の像 

 

 

 

【左側面】 

 

日本芸術院会員 

富永直樹作 

 

 

 

【手前左碑】 

 

人の命が尊ばれますように 

 

 

 

【手前右碑】 

 

世界が平和でありますように 

 

 

建 立 発 起 団 体 

長崎県校長会 

長崎県高等学校長協会 

長崎県私立中学・高等学校協会 

長崎県教職員組合 

長崎県高等学校教職員組合 

長崎県教職員連盟 

長崎県私立学校教職員組合懇談会 

長崎県教育会 

長崎県退職校長会 

長崎県公立高等学校退職校長会 

長崎大学玉園同窓会 

長崎県退職教職員等連合協議会 

長崎県退職婦人教職員協議会 

長崎県原爆被爆教職員の会 

長崎県高等学校新教職員組合 

【左側面】 

 

昭和二十年八月九日。原子爆弾の劫 

火とすさまじい爆風は、一瞬にして長 

崎の北部一帯を廃墟と化し、十四万有 

余の市民を殺傷した。さながら地獄の 

ごとき様相は、核兵器の恐るべき脅威 

を示すものであった。 

この日、家にいた国民学校児童五千 

八百余、報国隊として工場に出勤して 

いた千九百余の生徒たちは、百有余の 

教師と共に即死、または放射線により 

つぎつぎと尊い命を奪われた。 

年を経るに従い、この悲惨な事実が 

忘れ去られることは忍び難く、県内外 

の教職員及び有志の協力により、亡き 

み霊の安らかならんことを祈念し、再 

びかかる惨禍をくり返さぬことを誓い 

ここにこの像を建立するものである。 

昭和五十七年八月三日 

原爆殉難教え子と教師の像建立委員会 
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長崎原爆関連 

平和公園マップ 
長崎県 長崎市 追悼施設

10 

※提供 長崎市
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沖 縄 戦 関 連

※ 地上戦の行われた沖縄に関しましては、戦没者、戦災犠牲者の区別が付け  

 難い追悼施設、追悼式が数多く存在しているため、「沖縄戦」という括りで、 

代表的な事例を紹介しております。 
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沖 縄 戦 関 連 

沖縄全戦没者追悼式 
沖縄県 糸満市 追悼式

1 

※写真提供 沖縄県

 173

 開催概要
歳 事 名

会 場

住 所

 

日 時

参列者数

連 絡 先

：

：

：

：

：

：

沖縄全戦没者追悼式  ※一般戦災死没者を含む 

平和祈念公園 

沖縄県糸満市字摩文仁４４４（公園管理事務所） 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「平和祈念堂入口」下車 徒歩５分） 

平成２５年６月２３日（日） ※例年６月２３日開催 

約５,８００人 

沖縄県 福祉保健部 福祉・援護課 ０９８－８６６－２１７７（直通） 

式 次 第（平成２５年度） 

（平成２５年度） 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

開 式 の 辞

式 辞

黙 と う

追 悼 の こ と ば

献 花

平和の詩（平成２５年度） 

「へいわってすてきだね」 

久部良小学校 一年 安里 有生 

 

へいわってなにかな。 

ぼくは、かんがえたよ。 

おともだちとなかよし。 

かぞくが、げんき。 

えがおであそぶ。 

ねこがわらう。 

おなかがいっぱい。 

やぎがのんびりあるいてる。 

けんかしてもすぐなかなおり。 

ちょうめいそうがたくさんはえ、 

よなぐにうまが、ヒヒーンとなく。 

みなとには、フェリーがとまっていて、 

うみには、かめやかじきがおよいでる。 

やさしいこころがにじになる。 

へいわっていいね。へいわってうれしいね。 

みんなのこころから、 

へいわがうまれるんだね。 

 

せんそうは、おそろしい 

「ドドーン、ドカーン。」 

ばくだんがおちてくるこわいおと。 

おなかがすいて、くるしむこども。 

かぞくがしんでしまってなくひとたち。 

 

ああ、ぼくは、へいわなときにうまれてよかったよ。 

このへいわが、ずっとつづいてほしい。 

みんなのえがおがずっと、つづいてほしい。 

 

へいわなかぞく、 

へいわながっこう、 

へいわなよなぐにじま、 

へいわなおきなわ、 

へいわなせかい、 

へいわってすてきだね。 

 

これからも、ずっとへいわがつづくように 

ぼくも、ぼくのできることからがんばるよ。 

私たちは、６８年前の戦争で多くの尊い命

とかけがえのない文化遺産や美しい自然を失

い、生涯癒やすことのできない深い痛みを負

いました。 

 

戦後、米軍の施政権下にあって、人権と自

治の回復を渇望し、自らの運命を開拓する自

覚と魂のもとに行動を続け、本土復帰を実現

しました。 

 

私たちは、たゆまぬ努力と幾多の困難を乗

り越えて、郷土に誇りを持ち、発展の歩みを

続けています。 

 

しかし、沖縄は、今もなお、米軍基地の過

重な負担を強いられています。 

 

日米両政府に対して、一日も早い普天間飛

行場の県外移設、そして、日米地位協定の抜

本的な見直しなどを強く求めます。 

 

私たちは、沖縄戦の教訓を継承するととも

に、わが国が築いてきた平和主義の堅持を強

く望むものであります。 

 

慰霊の日に当たり、全戦没者のみ霊に謹ん

で哀悼の誠を捧げますとともに、恒久平和の

実現を目指して、県民の強い思いと英知を結

集してまい進していくことを宣言します。 

 

平成２５年６月２３日 

沖縄県知事 仲井 眞弘多 

平和宣言（平成２５年度） 

6.

7.

8.

9.

平 和 宣 言

「 平 和 の 詩 」 朗 読

来 賓 あ い さ つ

閉 式 の 辞
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沖 縄 戦 関 連 

平和の礎 
沖縄県 糸満市 追悼施設

2 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

平和祈念公園 

沖縄県糸満市字摩文仁４４４（公園管理事務所） 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「平和祈念堂入口」下車 徒歩５分） 

沖縄県 

平成７年６月２３日 

沖縄県平和祈念財団 ０９８－９９７－２７６５ 

碑 文 

【表】 

 

 

沖縄戦で亡くなられたすべての人々の氏名を刻んだ記念碑 

 

（沖縄県出身者：満州事変に始まる１５年戦争の期間中の戦没者を対象） 

同 英語、韓国語、中国語 表記 
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沖 縄 戦 関 連

しづたまの碑 
沖縄県 糸満市 追悼施設 

3

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

平和祈念公園 

沖縄県糸満市字摩文仁４４４（公園管理事務所） 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「平和祈念堂入口」下車 徒歩５分） 

沖縄県遺族連合会 

昭和４４年６月 

沖縄県平和祈念財団 ０９８－９９７－２７６５ 

碑 文

【表下部】 

 

 

碑文 

 

第二次世界 

大戦において 

沖縄は祖国防 

衛の決戦場と 

なり その戦 

闘は熾烈を極 

め一家全員戦 

火に斃れ祖国 

に殉じた戦没 

 

 

 

 

 

しづたま（鎮魂） 

の碑 を建立 

するとともに 

毎年日を定め 

供養を行ない 

その悲壮な事 

実を後世に伝 

える 

一九六九年六月 

財団法人 沖縄県遺族連合会 

 

 

 

 

 

者はその数一 

千五百余柱に 

及んでいる 

 これらの尊 

きみ霊の慰霊 

顕彰について 

は終戦以来深 

く心を砕いて 

きたが 今回 

ここに財団法 

人沖縄財団の 

寄進を得て 

【表】 

 

 

しづたまの碑 
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沖 縄 戦 関 連 

沖縄工業健児之塔 
沖縄県 糸満市 追悼施設

4 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

平和祈念公園内 

沖縄県糸満市字摩文仁６２８ 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「平和祈念堂入口」下車 徒歩５分） 

沖縄県立工業高校同窓会 

昭和４４年６月 

沖縄県平和祈念財団 ０９８－９９７－２７６５ 

碑 文 

【表】 

 

沖縄工業健児之塔 

森戸長男謹書 

説 明 文 

昭和二十年乙酉六月四日午前七時

字 摩 文 仁 百 六 番 地 徳 村 氏 の 屋 敷

内に於て艦砲直撃にあい同級生九人即死

沖 縄 縣 立 工 業 學 校 進 級 二 年 生

通 信 隊 暗 號 班 九 人 之 霊 骨 を 蔡 る

 

（故人名） 

 

其他之五人の氏名が不明 
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沖 縄 戦 関 連

沖縄師範健児之塔 
沖縄県 糸満市 追悼施設 

5

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

平和祈念公園に隣接 

沖縄県糸満市字摩文仁５４８ 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「健児の塔入口」下車 徒歩３分） 

沖縄師範健児之塔遺族会 

昭和２１年３月 

沖縄県平和祈念財団 ０９８－９９７－２７６５ 

うちなーサポート うーとーとーおきなわ ０９８－８９４－３３４４ 

碑 文

昭和二十年三月三十

一日、第二次世界大戦

の最中、沖縄師範学校

全職員生徒は、軍命に

より、第三十二軍司令

部の直属隊「鐡血勤皇

師範隊」として軍に動

員された。 

然るに同年六月二十

二日、南西諸島方面軍

最高司令官牛島満中將

が自決するに及び師範

隊は解散するに至った

が、この間、緦員四百 

八十名中三百有餘名が 

守備軍と運命を共にし 

たのである。こゝに、 

生存者達の手によって 

「慰霊の塔」が建立さ 

れたのであるが、更に 

太田昌秀 

外間守善編「沖縄健児 

隊」出版並びに同名映 

画の上映記念事業とし 

て、廣く江湖の有志の 

方々の御援護の下に、 

説 明 文

【表】 

 
沖縄師範健児之塔 

この「平和の像」は建 

てられたのである。若 

い身命を捧げて散った 

師友人の冥福を祈ると 

共に、それらの尊い殉 

死によって斎された平 

和への祈願を永久に傳 

えるべく生存者達は心 

から祈るものである。 

 

發起者 

沖縄師範學校生存者 
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沖 縄 戦 関 連 

平和祈念公園マップ 
沖縄県 糸満市 追悼施設

6 

※提供 沖縄県

 179

沖 縄 戦 関 連

魂魄の塔 
沖縄県 糸満市 追悼施設 

7

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

平和創造の森公園 

沖縄県糸満市字米須１４４１－３ 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「米須入口」下車 徒歩１７分） 

沖縄県遺族連合会 

昭和２１年２月（平成元年補修） 

沖縄県遺族連合会 ０９８－８３４－２８１１ 

碑 文

【表】 

 

魂 魄 

 

 

 

【裏】 

 

にぎたまと なりてしづもる おくつきの 

みとこの上を わたる潮風 

 

説 明 文

この地は今次大戦でも一番の激戦地であり、日本軍も住民も追いつめられて 

逃げ場を失い、陸、海、空からの攻撃を受けて、敵弾にあたって倒れた屍が最も多 

い激戦地の跡である。 

戦後、真和志村民が収容移住を許された所で村民及び地域住民の協力に 

よって、道路、畑の中、周辺いたる所に散乱していた遺骨を集めて祀ったのがこの 

魂魄の塔である。 

 祭神三万五千余柱という、沖縄で一番多く祀った無名戦士の塔であったが、 

その後、昭和五十四年二月摩文仁の丘に国立沖縄戦没者墓苑が完成し、遺骨は 

同墓苑に分骨して安置してあります。 

 

和魂となりてしづもるおくつきの 

み床の上を渡る潮風 

 

建立年月日 昭和二十一年二月 

財団法人 沖縄県遺族連合会 
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沖 縄 戦 関 連 

開南健児之塔 
沖縄県 糸満市 追悼施設

8 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

平和創造の森公園 

沖縄県糸満市字米須５７５ 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「米須入口」下車 徒歩１７分） 

開南中学同窓会 

昭和４６年５月 

開南中学同窓会 個人宅のため記載せず 

碑 文 

【表】 

 

 

開南健児之塔 

【銘刻碑】 

 

 

開南中学校戦没者 
（故人名） 

経 緯 

沖縄戦で命を落とした私立開南中学校の戦没者を祀っている。

 

出典：沖縄県平和祈念財団著「沖縄の慰霊塔・碑」より 
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沖 縄 戦 関 連

ずゐせんの塔 
沖縄県 糸満市 追悼施設 

9

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

米須（西）交差点付近 

沖縄県糸満市字米須１１３７－１ 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「米須入口」下車 徒歩１分） 

瑞泉同窓会 

昭和２３年８月８日 

瑞泉同窓会 個人宅のため記載せず 

碑 文

【表】 

 

 

ずゐせんの塔 

 

説 明 文

ずゐせんの塔 

 

ずゐせんの塔は、第二次

世界大戦沖縄戦で戦死し

た沖縄県立首里高等女学

校看護隊並に職員同窓会

員の御霊を祭ってある。

昭和二十年一月二十五日

から軍医の講習を受け、

引続き合宿訓練に入った

 

 

 

後、三月二十七日野戦病

院壕で卒業式を挙行、直

ちに第六十二師團、石部

隊野戦病院に配属され最

前線の浦添から首里、摩

文仁へと負傷兵を看護し

つつ、泥濘の中を弾雨に

叩かれ、奮闘したが惜し

くも散華したのである。
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沖 縄 戦 関 連 

梯梧之塔 
沖縄県 糸満市 追悼施設

10 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

ひめゆり第一駐車場奥 

沖縄県糸満市字米須１１５０ 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「ひめゆりの塔」下車 徒歩すぐ） 

梯悟同窓会 

昭和２３年６月（昭和４６年６月２３日移設） 

喜名自治会 個人宅のため記載せず 

碑 文 

【表】 

 

 

梯梧之塔 

説 明 文 

梯梧の塔説明碑文 

 

梯梧の塔は、昭和４６年６月２３日、旧校舎跡より、ゆ 

かりの地に移転。母校の校歌「梯梧の花の緋の誠」にちな 

んで、「梯梧の塔」として建立された。 

昭和２０年１月２５日より約１月間の看護教育を受け、 

３月６日、１７名（４年生）は、第６２師団野戦病院（石 

５３２５）へ学徒看護隊として、ナゲーラの壕へ配属され 

た。 

４月１日、地上戦が始まるや、日を逐うて前線からの負 

傷兵が激増、壕の中は、まるで生き地獄、昼夜の別なく看 

護は続いた。４月２９日学友の中から最初の戦死者が出る。 

ナゲーラの壕は満杯で収容できず、９名は第二分院の識名 

の壕へ移動した。壕の中で休息中、飛んで来た破片で学友 

２名が戦死。戦況の悪化で５月末、武富、米須、伊原へと 

後退。米軍は物量にものを言わせて猛攻撃は止むことなく、 

伊原の地で６名戦死。病院としての機能を果たす事ができ 

ず、６月１９日、隊に解散命令が出た。 

無念にも学業半ばにして、戦禍の中で犠牲になった、同 

窓生５７名と、職員３名、計６０拄が合祀されている。 

勝利を信じ若くして御霊となった学友の永遠に眠る南部 

終焉の地に建立、恒久平和を願いつつご冥福を祈っている。 

 

 

 

所在地    糸満市米須１１５０番地 

建立年月日  昭和４６年６月２３日（移設） 

敷地面積   ７０坪 

合祀柱数   ６０柱 

管理者    梯梧同窓会 

       慰霊奉賛会と永久管理契約済 
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沖 縄 戦 関 連

ひめゆりの塔 
沖縄県 糸満市 追悼施設 

11 

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

ひめゆり平和祈念資料館に隣接 

沖縄県糸満市字伊原６７２－１ 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「ひめゆりの塔前」下車 徒歩すぐ） 

真和志村 

昭和２１年４月 

ひめゆり平和祈念資料館 ０９８－９９７－２１００ 

碑 文

【表】 

 

ひめゆりの塔 

 

教師・学徒 戦没者 

沖縄師範学校女子部 百十五名  氏名表記 

沖縄県立第一高等女学校 百十二名  氏名表記 

 

説 明 文

ひめゆりの塔の記 

 

昭和二十年三月二十四日島尻郡玉城村港川方面へ米軍の艦砲射 

撃が始まった。沖縄師範学校女子部と沖縄縣立第一高等女学校 

の職員生徒二百九十七名は、軍命によって看護要員としてただちに 

南風原陸軍病院の勤務についた。 

（中略） 

 日本軍の首里撤退もせまった五月二十五日の夜南風原陸軍病院は 

重傷患者は壕に残し歩ける患者だけをつれて、手を引き肩をかし砲弾 

をくぐり、繃帯をちぎって道しるべとしてここ摩文仁村に移動した。 

（中略） 

 六月十八日いよいよ米軍がま近にせまり、看護隊は陸軍病院から解散 

を命ぜられた。翌十九日第三外科の壕は敵襲を受けガス弾を投げこまれて 

地獄絵図と化し、奇跡的に生き残った五名をのぞき職員生徒四十名は岩 

に枕を並べた。軍医・兵・看護婦・炊事婦等二十九名、民間人六名も運命 

をともにした。その他の壕にいた職員生徒たちは壕脱出後弾雨の中をさまよひ 

沖縄最南端の断崖に追いつめられて多く消息をたった。南風原陸軍病院 

に勤務した看護要員の全生徒の三分の二がこうして最期をとげたのである。 

（中略） 

乙めらは涙と血とを流してえた体験を地下 

に埋めたくないと平和へのさけびを岩肌に刻みながらついに永遠に黙した。 
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沖 縄 戦 関 連 

白梅之塔 
沖縄県 糸満市 追悼施設

12 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

南禅廣寺に隣接 

沖縄県糸満市字真栄里１８３７－１ 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「国吉」下車 徒歩１３分） 

白梅同窓会 

昭和２２年１月（平成４年改修） 

白梅同窓会 個人宅のため記載せず 

碑 文 

【表】 

 

白梅之塔 

 

【裏】 

散りてなほ 香りい憂し 白梅

う め

の花 

元教諭 金城宏吉 

昭和二十二年一月建立 

 

説 明 文 

白梅之塔 

 

 沖縄県立第二高等女学校の四年生五十六名で編成された白梅学徒 

看護隊は、昭和二十年三月六日第二十四師団（山部隊）の衛生看護 

教育隊に入隊し、補助看護婦として特別集中教育を受けていた。 

米軍の艦砲射撃が激しくなった同月二十四日から、東風平町富盛 

の八重瀬岳にあった同師団の第一野戦病院に軍属として配置され、 

昼夜別なく傷病兵の看護に専念した。 

 戦況は日毎に悪化し、同年六月四日遂に白梅隊に解散命令が下り、

隊員は散り散りになって戦野を彷徨し、一人またひとりと戦火に斃 

れていった。その場所は殆ど不明である。 

また、解散後この地に後退した山第一野戦病院に、再び合流した 

一部の白梅隊員は、同年六月二十一、二十二の両日に亘り、米軍の 

猛攻撃を受け無念の最期を遂げた。この辺一帯は、白梅隊員の最も 

多くの犠牲者が出た所である。 

 塔は、戦没した白梅隊員及び沖縄戦で戦死、或いは戦争が原因で 

亡くなった教職員・同窓生百四十九柱の鎮魂と、世界の恒久平和を 

祈念して昭和二十二年一月に建立した。 

 毎年六月二十三日の「慰霊の日」に例祭が行われる。  

                  

平成十年 六月二十三日 

沖縄県立第二高等女学校 白梅同窓会 
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沖 縄 戦 関 連

翔洋碑 
沖縄県 糸満市 追悼施設 

13 

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

沖縄県立沖縄水産高等学校 

沖縄県糸満市西崎１－１－１ 

（糸満バスターミナルより 琉球バス交通「西崎小学校入口」下車 徒歩８分） 

沖縄水産学校同窓会 

昭和３７年１１月（昭和５３年３月移設） 

沖縄県立沖縄水産高等学校 ０９８－９９４－３４８３ 

碑 文

【表】 

 

翔洋碑 

 

沖縄水産 

説 明 文

建立の詞 

 

昭和十二年七月七日支那事変勃 

発し続いて十六年十二月八日第 

二次世界大戦となって戦禍は益 

々熾烈を窮め二十年八月十五日 

古今未曾有の人類の悲劇は終末 

を告げたのであります 

其の間吾が沖縄県立水産学校も 

幾多の教職員及び同窓生を支那 

大陸又は南溟の地に送り或いは 

郷土防衛の楯となったのであり 

ますが勇戦奮闘も空しく多数の 

戦死者を出したのでもあります 

【裏】 

 

昭和五十三年三月建立

 

 

 

特に沖縄が第二次大戦の戦場と 

化するに及んで一年生は通信隊 

として球部隊に二年三年生は鉄 

血勤皇隊として石部隊に召集編 

入され直接戦闘に参加したので 

ありますが戦いわれに利あらず 

あたら春秋にとむ身を護国の神 

となって散華したのであります 

此處に吾等同窓生並びに関係有 

志はこれら戦没勇士を追慕し英 

霊の御冥福を祈ると共に永遠の 

世界平和を祈願してこの塔を建 

立するものであります。 

 

一九六二年十一月吉日 

沖縄水産学校同窓会 
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沖 縄 戦 関 連 

一中健児之塔 
沖縄県 那覇市 追悼施設

14 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

首里金城町 養秀会館前 

沖縄県那覇市首里金城町１－７ 

（沖縄都市モノレール 儀保駅 徒歩１５分） 

養秀同窓会 

昭和２５年４月３０日 

養秀同窓会（養秀会館内） ０９８－８８５－６４３７ 

碑 文 

【表】 

 

 

一中健児之塔 

 

 

 

【表右下部】 

 

 

よどみなく ふるいはけみし健児らの 若き血潮そ 空をそめける 

 

説 明 文 

沖縄縣立第一中學校 

鐵血勤皇隊 通信隊 學徒兵並職員 沖縄戰戰没者 

 

沖縄縣立第一中學校は昭和二十年(一九四五年)沖縄戰に際し 

軍命により 藤野憲夫校長以下職員生徒一同が 一中鐡血勤皇隊の 

一隊を結成し 二年生は軍の通信隊要員として動員され 終始軍と 

行動を共にし 年若い一年生も戦火に巻き込まれ その多数が尊い 

生命を學業半ばに散らしたことは痛恨の極みである 

養秀同窓会は 國學創建二百年 沖縄縣立第一中学校 首里高等学校 

創立百二十年記念事業として 戦没者の氏名を刻銘し 御霊を慰め 

かかる事が再び起きない様に 永遠の平和を祈念する 
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沖 縄 戦 関 連

二中健児の塔 
沖縄県 那覇市 追悼施設 

15 

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

城岳公園 

沖縄県那覇市楚辺１－２－５４ 

（沖縄都市モノレール 県庁前駅 徒歩１０分） 

城岳同窓会 

昭和３２年１２月２９日（平成２年１１月２２日移設） 

城岳同窓会 ０９８－８６７－２５２５ 

碑 文

【表】 

 

二中健児の塔 

 

建立の詞 

 

一九四五年第二次世界大戦の終末戦とな 

った沖縄戦において沖縄縣立第二中学校職 

員生徒は軍命により、或は鉄血勤皇隊とし 

て、北部の防衛に當り、或は通信隊に参加 

して首里以南の山河に馳駆し、其他防衛隊 

又は軍属として各地に勇戦奮闘中、表記の 

勇士はついに壮烈なる戦死を遂げられまし 

た。 

茲に、母校及び其後継那覇高等学校職員 

生徒、同窓会員遺家族並びに一般有志相諮 

り、曽ってはスポーツに競った奥武山の此 

のゆかりの聖地を卜し沖縄縣立二中健児の 

塔を建立して以て英霊の至誠を追慕し、冥 

福を祈り永遠の世界平和を祈願するもので 

あります。 

 

  一九五七年十二月二十九日 

二中健児之塔建設期成会 

会長 山域篤男 

説 明 文
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沖 縄 戦 関 連 

積徳高等女学校慰霊之碑 
沖縄県 那覇市 追悼施設

16 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

大典寺 

沖縄県那覇市松山１－９－１ 

（沖縄都市モノレール 県庁前駅 徒歩４分） 

積徳高等女学校 ふじ同窓会 

平成１２年１１月 

大典寺 ０９８－８６８－３４９１ 

碑 文 

【右側碑】 

 

 

ここに積徳高等女学校慰霊碑に

刻名された方々は 去る沖縄戦で

戦死 戦病死なさった教職員 在

校生 卒業生 当時の四年生で 

学徒看護隊に動員された 戦没者

の皆様です 

 

御霊
みたま

よ 永久
と わ

に 安らかにお眠

りください        合掌

 

積徳高等女学校 ふじ同窓会 

平成十二年十一月吉日 建立

【表】 

 

 

積徳高等女學校慰霊之碑 
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沖 縄 戦 関 連

和魂の塔 
沖縄県 那覇市 追悼施設 

17 

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

沖縄県立那覇商業高校 

沖縄県那覇市松山１－１６－１ 

（沖縄都市モノレール 県庁前駅 徒歩８分） 

那覇商業高校同窓会 

昭和３３年１１月２３日 

沖縄県立那覇商業高校 ０９８－８６６－６５５５ 

碑 文

【表】 

 

 

和 魂 

経 緯

沖縄に米軍が上陸する直前の３月末、中学生に対し学徒隊として動員

令が下った。那覇市商工学校の生徒は鉄血勤皇隊を組織し、主に通信

隊に入隊。無線、暗号、情報の教育を受け従軍した。学徒隊員として

学業半ばにして犠牲となった那覇市立商工の生徒や職員１６５人が合

祀されている。 

 

出典：沖縄県平和祈念財団著「沖縄の慰霊塔・碑」より 
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沖 縄 戦 関 連 

農林健児之塔 
沖縄県 嘉手納町 追悼施設

18 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

野國總管公園 

沖縄県中頭郡嘉手納町字嘉手納 

（那覇バスターミナルより 琉球バス交通「嘉手納」下車 徒歩１０分） 

沖縄県立農林学校同窓会 

昭和３８年２月１２日（平成１７年６月２３日再建） 

嘉手納町教育委員会 ０９８－９５６－１１１１（代表） 

碑 文 

【裏】 

 

建立記 

 

昭和六年（一九三一年）の満州事変から、昭和二十年（一九四五年）の 

第二次世界大戦終戦に至る十五年戦争において、五百有余の同窓生 

および教職員が、沖縄を始め、中国大陸、また南方地域において犠牲 

となった。 

就中太平洋戦争の激戦地となったわが沖縄では、学業半ばにして徴兵 

され、また鉄血勤皇隊農林隊として学徒出陣し、多数の農林健児があ 

たら若い命を落とした。 

われわれは、これら戦死された方々の犠牲を無にすることなく、悲惨 

な戦争を再び繰り返さぬよう不戦の誓いを堅持し、茲に生命と平和の 

尊さを訴え、永く戦没者の名を留め、鎮魂慰霊の誠を捧げるため農林 

健児之塔を建立する。 

 

昭和三十八年（一九六三年）二月十二日建立 

平成十七年（二〇〇五年）六月二十三日再建 

 

沖縄県立農林学校同窓会 

 

【表】 

 

農林健児之塔 
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沖 縄 戦 関 連

南橙慰霊之塔 
沖縄県 名護市 追悼施設 

19 

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

：

：

：

：

：

沖縄県立名護高等学校 

沖縄県名護市大西５－１７－１ 

（名護バスターミナルより 琉球バス交通「名護高校前」下車 徒歩すぐ） 

南燈同窓会 

昭和３１年１月２１日（平成１３年３月３１日移築） 

沖縄県立名護高等学校 ０９８０－５２－２６１５ 

碑 文

 

南燈慰霊之塔 

 

南燈慰霊之塔は、一九五六年「三 

中健児之塔」として兼久公園に建立 

された。一九七二年沖縄県立第三高 

等女学校戦没者を合祀、一九八九年 

「南燈慰霊之塔」と改名、二〇〇一 

年にこの地に移転した。 

この塔には、一九三一年に勃発し 

た満州事変から一九四五年に終結し 

た太平洋戦争までに戦没された沖縄 

県立第三中学校の卒業生・在校生三 

三九柱、県立第三高等女学校の卒業 

生・在校生三六柱、計三七五柱の御 

霊が合祀されている。 

県立第三中学校の卒業生・在校生 

は、一九四五年三月、軍命により、 

防衛隊員・鉄血勤皇隊員及び通信隊 

員として動員され、真部山、八重岳、 

名護岳、多野岳等で戦ったが、米軍 

の圧倒的な物量の前に壮烈な最期を 

遂げていった。 

 

 

 

また、県立第三高等女学校の卒業 

生・在校生も、軍命により女子挺身 

隊員（軍需工場）・従軍看護婦とし 

て動員され、若い命を散らしていっ 

た。 

戦没者の御霊を慰めるとともに、 

悲惨な戦争を二度と起こさないよう、 

「恒久平和の誓い」としてこの塔を 

建立する。 

 

二〇〇一年（平成十三年）三月三一日 

 

沖縄県立第三中学校同窓生及び遺族一同 

沖縄県立第三高等女学校同窓生及び遺族一同 

沖縄県立名護高等学校同窓生一同 

 

 

【表】 

 

南燈慰霊之塔 

説 明 文
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沖 縄 戦 関 連 

八重山戦争マラリア犠牲者慰霊之碑 
沖縄県 石垣市 追悼施設

20 

基本情報 

所 在 

住 所 

 

建 立 者 

建 立 年 

連 絡 先 

： 

： 

 

： 

： 

： 

石垣市バンナ公園 

沖縄県石垣市バンナ丘 

（石垣空港より 車で約１０分） 

沖縄県 

平成９年３月２９日 

沖縄県 福祉保健部 福祉・援護課 ０９８－８６６－２１７７（直通） 

碑 文 

【表】 

 

八重山戦争マラリア犠牲者 

慰霊之塔 

 

説 明 文 

八重山戦争マラリア犠牲者 

慰霊之塔 

 

 太平洋戦争の末期、沖縄県八重山地域においては 

軍の作戦展開の必要性から住民が悪性マラリアの有 

病地域である石垣島、西表島の山間部への避難を強 

いられ、過酷な生活の中で相次いでマラリアに罹患 

し、三千余名が終戦前後に無念の死を遂げるに至っ 

た。 

 国は、終戦から五十年を経た平成八年度に、これ 

ら犠牲者の御霊を慰めるため、沖縄県へ「八重山地 

域マラリア死没者慰籍事業」の助成を行った。 

 この碑は同事業の一環として遺族等からなる「沖 

縄戦強制疎開マラリア犠牲者援護会」の協力を得て 

建立されたものであり、遺族がその思いを込めて御 

霊の名を小石に記し碑の中に納めてある。 

 

 

 

 

この碑が八重山の戦争マラリア犠牲者の御霊を慰

め、その悲惨さを後世に永く伝え、世界の恒久平和

創造への礎となることを祈る。 

 

平成九年三月二十九日 

沖縄県知事 大田昌秀 

 

協力 沖縄戦強制疎開マラリア 

犠牲者援護会 

会長 篠 原 武 夫 

意匠    潮 平 正 道 

揮毫    玻名城 泰 雄 

 

※写真提供 沖縄県
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沖 縄 戦 関 連

忘勿石の碑 
沖縄県 竹富町 追悼施設 

21

基本情報

所 在

住 所

 

建 立 者

建 立 年

連 絡 先

西表島島の南風見田の海岸 

沖縄県竹富町西表島南風見田の浜 

（民宿南風荘より 車で１０分） 

西表在波照間郷友会ほか関係者有志 

平成４年８月１５日 

民宿南風荘 ０９８０－８５－５３５６ 

碑 文

【表】 

 

忘勿石 ハテルマ シキナ 

 

説 明 文

忘勿石の碑 

 

この一帯は歴史的な戦争マラリアの悲

劇の霊境である 一九四五年四月 波照

間の住民が軍命によってこの地に強制疎

開させられ多くの人々が熱帯マラリアに

罹患して 古里の島影を求めながら亡く

なった 

その人々の苦悩はまことに筆舌に尽し

がたいものがある 学童とともに疎開し

その学童たちの死を見守りながら 浜

辺の岩に「忘勿石」と刻んだ識名信升先

生の心情は察するに余りあり 

 この碑が歴史を語り継ぎ 病没した人

々の霊を慰め 平和創造への礎となるこ

とを祈り願う 

 

一九九二年八月 

琉球大学名誉教授 

高良鉄夫 

※写真提供 竹富町 

：

：

：

：

：
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